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は
じ
め
に

久
隅
守
景
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
絵
師
で
あ
り
、

狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
～
七
四
）
の
高
弟
と
し
て
知
ら
れ
る
。
通
称
は
半
兵
衛
、

他
に
無
下
斎
や
一
陳
翁
な
ど
と
号
し
た
。
出
身
地
に
つ
い
て
は
関
東
や
加
賀
な
ど

諸
説
あ
る
が
、未
だ
定
説
を
見
な
い
。
そ
の
作
品
は
当
時
か
ら
人
々
に
愛
好
さ
れ
、

名
の
知
ら
れ
た
絵
師
で
あ
っ
た
が
、
守
景
本
人
の
詳
し
い
伝
記
は
伝
え
ら
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
現
在
も
謎
が
多
い
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
『
古
画

備
考
』『
扶
桑
画
人
伝
』『
燕
台
風
雅
』
と
い
っ
た
文
献
資
料
か
ら
は
、
守
景
の
制

作
活
動
や
そ
の
家
族
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る（

１
）。

守
景
の
作
品
の
中
で
制
作
年
代
が
分
か
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
寛
永
一
五

～
一
六
年
（
一
六
三
八
～
三
九
）
に
探
幽
と
と
も
に
滋
賀
・
聖
衆
来
迎
寺
客
殿
障

壁
画
を
描
き（

２
）、

明
暦
年
間
（
一
六
五
五
～
五
八
）
に
富
山
・
瑞
龍
寺
の
障
壁
画
を

手
掛
け
た
こ
と
が
分
か
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
守
景
は
探
幽
の
姪
で
あ
る
国
と
い
う
女
性
を
妻
と
し
、
そ
の
間
に
は
子

供
が
三
人
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
妻
の
国
は
、
探
幽
の
高
弟
で
守
景
と
同

じ
く
門
下
四
天
王
の
一
人
と
称
さ
れ
る
、
神
足
常
庵
と
探
幽
妹
と
の
間
に
生
ま
れ

た
娘
で
あ
る
。
ま
た
、
国
と
の
間
に
は
娘
二
人
、
息
子
一
人
に
恵
ま
れ
、
娘
の
一

人
は
狩
野
派
随
一
の
女
流
画
家
と
も
評
さ
れ
る
清
原
雪
信
（
一
六
四
三
～
八
二
）

で
あ
り
、
息
子
の
彦
十
郎
も
狩
野
守
則
（
伴
幽
斎
）
と
名
乗
り
絵
師
と
し
て
活
動

し
た
。
ま
た
、
も
う
一
人
の
娘
は
探
幽
の
養
女
と
な
っ
て
同
じ
く
探
幽
門
弟
で
あ

る
池
田
幽
石
に
嫁
ぎ
、
幽
石
の
家
系
は
息
子
の
貴
信
の
頃
よ
り
水
戸
藩
の
御
用
絵

師
と
し
て
活
躍
し
、「
涼
岷
」
の
号
を
代
々
名
乗
っ
た
。

守
景
は
探
幽
に
破
門
さ
れ
た
と
も
伝
わ
る
が
、
前
記
の
通
り
詳
し
い
経
緯
や
理

由
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
で
あ
る
。
晩
年
は
茶
人
で
あ
る
藤
村
庸
軒
と
親
交
を

持
っ
て
茶
の
湯
を
学
び
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
そ
の
生
涯
を

閉
じ
た
と
伝
わ
る
。

本
論
文
で
は
、守
景
の
代
表
作
で
あ
る
「
納
涼
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、

以
下
「
納
涼
図
」
と
略
記
）（
図
１
）
を
取
り
上
げ
る
。「
納
涼
図
」
は
こ
れ
ま
で

の
研
究
に
お
い
て
、
隠
逸
と
い
う
主
題
が
込
め
ら
れ
た
も
の
と
す
る
解
釈
が
主
流

で
あ
っ
た（

３
）。し

か
し
、近
年
そ
こ
に
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら（

４
）、改

め
て「
納

涼
図
」
に
描
か
れ
る
主
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で

本
論
文
で
は
、
画
中
の
モ
チ
ー
フ
を
確
認
、
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
思

想
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

〔
査
読
論
文
〕

久
隅
守
景
筆
「
納
涼
図
屏
風
」
の
主
題
に
関
す
る
一
考
察

大　

野　

真　

実
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図１　納涼図屏風
久隅守景筆
紙本墨画淡彩
17 世紀

（東京国立博物館蔵）
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一　
「
納
涼
図
屏
風
」
概
要

ま
ず
は
「
納
涼
図
」
の
概
要
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
形
式
は
二
曲
一
隻
、
紙

本
墨
画
淡
彩
で
法
量
は
縦
一
四
九
・
一
㎝
、
横
一
六
五
・
〇
㎝
で
あ
る
。
国
宝
に
指

定
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
。

画
面
に
は
、
周
囲
が
薄
暗
く
月
が
昇
り
始
め
た
時
間
に
、
夕
顔
を
這
わ
せ
た
棚

の
下
で
夕
涼
み
を
す
る
三
人
の
人
物
を
描
く
。
う
ち
一
人
は
髭
を
生
や
し
薄
手
の

青
い
襦
袢
を
着
て
ふ
ん
ど
し
を
付
け
た
男
性
で
あ
り
、
地
面
に
敷
い
た
莚
の
上
で

頬
杖
を
突
き
な
が
ら
伏
臥
し
、
わ
ず
か
に
左
腰
を
浮
か
せ
る
。
そ
の
左
手
前
に
、

腰
巻
を
付
け
上
半
身
裸
の
女
性
が
、
長
い
黒
髪
を
背
中
に
垂
ら
し
て
正
座
す
る
。

男
性
の
後
ろ
に
は
小
さ
な
子
供
の
上
半
身
が
見
え
、
髪
を
ざ
ん
ぎ
り
に
し
て
緑
色

の
着
物
を
片
袖
に
着
て
い
る
。
夕
顔
棚
に
は
実
（
瓢
箪
）
が
た
わ
わ
に
実
り
、
蔓

は
支
柱
や
小
屋
の
屋
根
に
ま
で
伸
び
広
が
っ
て
い
る
。
棚
の
奥
に
は
、
格
子
窓
や

引
き
戸
の
付
い
た
茅
葺
屋
根
の
小
屋
が
あ
り
、
画
面
の
左
上
方
に
は
消
墨
の
外
隈

で
、
下
半
分
が
霞
む
月
を
大
き
く
描
く
。
ま
た
、
画
面
右
下
に
は
「
守
景
筆
」
の

落
款
と
と
も
に
、「
久
隅
」
朱
文
方
印
を
捺
す
（
図
２
）。

人
物
の
描
線
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
線
で
描
き
分
け
ら
れ
、
男
性
の
腕
や

足
の
線
は
力
強
く
肥
痩
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
の
顔
や
背
中
、
手
や
足
を
描

く
線
は
細
く
柔
ら
か
い
（
図
３
）。
ま
た
画
面
全
体
を
通
し
て
、
非
常
に
多
様
な

線
を
用
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
屋
根
を
描
く
線
は
勢
い
を
つ
け
、
一
気
に

書
き
上
げ
た
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
夕
顔
の
葉
は
水
分
を
多
く
含
ま
せ
た
濃
墨
や

淡
墨
で
滲
む
よ
う
に
描
き
、
月
は
輪
郭
線
を
明
確
に
描
か
ず
、
水
分
量
の
多
い
薄

墨
を
用
い
書
き
残
す
こ
と
で
仕
上
げ
る
。
ま
た
、
細
か
な
部
分
に
ま
で
気
を
配
っ

た
描
写
を
行
い
、
小
屋
の
中
や
夕
顔
棚
の
下
な
ど
影
が
で
き
る
部
分
に
は
他
よ
り

わ
ず
か
に
濃
く
墨
を
刷
く
ほ
か
、
茅
葺
屋
根
の
先
端
に
は
茅
を
切
り
落
と
し
た
断

面
ま
で
描
き
込
む（
図
４
）。
こ
う
し
た
守
景
の
描
画
姿
勢
は「
鷹
狩
図
屏
風
」（
日

東
紡
績
株
式
会
社
蔵
）（
図
５
）
に
も
見
え
、
藁
の
線
一
本
一
本
や
竹
組
み
の
線
、

竹
の
節
の
位
置
を
全
て
変
え
る
な
ど
随
所
に
確
認
で
き
る
。

一
方
で
「
納
涼
図
」
に
は
、
後
世
に
補
修
さ
れ
た
箇
所
も
存
在
す
る
。
子
供
と

女
性
の
顔
の
半
分
近
く
は
料
紙
が
破
け
補
修
し
た
痕
跡
が
見
ら
れ
、
二
人
の
唇
に

施
さ
れ
た
朱
も
、
男
性
の
口
元
の
色
と
は
大
き
く
異
な
る
た
め
補
彩
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
男
性
の
襦
袢
に
つ
い
て
も
、補
彩
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る（

５
）（

図

６
～
８
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
補
修
の
跡
が
あ
る
に
せ
よ
、
大
部
分
は
当
初
と
認

め
ら
れ
、そ
の
技
量
の
高
さ
か
ら
守
景
作
品
中
の
白
眉
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、「
納
涼
図
」
に
お
い
て
特
徴
的
な
点
は
、
そ
の
二
曲
一
隻
と
い
う
形

式
で
あ
る（

６
）。「

納
涼
図
」
は
、
画
面
の
右
下
に
モ
チ
ー
フ
が
多
く
配
置
さ
れ
、
左

側
は
余
白
を
多
く
取
る
と
い
っ
た
、
対
角
線
を
強
く
意
識
し
た
構
図
を
と
る
。
二

曲
屏
風
は
正
方
形
に
近
い
形
と
な
る
た
め
に
、
対
角
線
を
中
心
と
し
た
構
図
は
用

い
や
す
く
、
画
面
を
効
果
的
に
使
う
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二

曲
屏
風
は
折
り
曲
げ
た
二
面
と
鑑
賞
者
の
間
に
作
ら
れ
る
空
間
が
、
他
の
屏
風
に

比
べ
て
狭
く
密
接
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

二
曲
屏
風
は
外
部
の
空
間
と
内
部
の
空
間
と
が
隔
絶
さ
れ
、
画
中
の
空
間
に
鑑
賞

者
が
入
り
込
み
や
す
く
な
る
た
め
に
、
私
的
な
空
間
が
生
ま
れ
や
す
い
と
い
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（

７
）、「

納
涼
図
」
が
持
つ
意
味
や
機
能
を
考
察
す
る
上
で
注

目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

「
納
涼
図
」
の
伝
来
は
未
だ
不
明
な
点
も
多
く
、
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
最

も
古
い
史
料
は
、
国
学
者
・
橘
曙
覧
（
一
八
一
二
～
六
八
）
の
著
作
『
囲
炉
裡
譚
』

中
の
記
述
で
あ
る（

８
）。

そ
れ
以
前
の
作
品
の
所
在
は
不
明
だ
が
、近
代
に
は
政
治
家
・

牧
野
伸
顕
（
一
八
六
一
～
一
九
四
九
）
の
も
と
を
経
た
後
、
東
京
国
立
博
物
館
所
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蔵
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
作
品
の
主
題
は
『
続
群
書
類
従
』
中
の
『
若
狭
少
将

勝
俊
朝
臣
集
』
に
収
め
ら
れ
る
和
歌
、「
夕
顔
の
さ
け
る
軒
は
の
下
す
ゝ
み　

お

と
こ
は
て
ゝ
れ
め
は
ふ
た
の
物
」
が
典
拠
で
あ
る
と
の
説
が
有
力
で
あ
る（

９
）。

こ
の

和
歌
の
作
者
は
桃
山
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
歌
人
・
木
下
長
嘯
子
（
一
五
六
九
～

一
六
四
九
）
と
伝
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
文
言
を
微
妙
に
変
え
つ
つ
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
た
。
な
お
、
本
稿
末
尾
に
こ
の
和
歌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献

一
覧
を
附
し
た
。

そ
し
て
「
納
涼
図
」
と
同
じ
く
、「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
を
題
材
に
す
る
作
品

は
数
点
確
認
で
き
、
明
誉
古
礀
筆
「
納
涼
図
」（
個
人
蔵
）、
泉
屋
博
古
館
蔵
「
扇

面
散
・
農
村
風
俗
図
屏
風
」、
山
口
素
絢
筆
「
納
涼
図
」（
高
津
古
文
化
会
館
蔵
）、

横
山
華
山
筆
「
納
涼
図
」（
大
英
博
物
館
蔵
）、
歌
川
豊
広
筆
「
納
涼
図
」（
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）、
葛
飾
北
斎
筆
の
黄
表
紙
『
実
語
教
幼
稚
講
釈
』
挿
絵
、

近
代
の
作
品
と
し
て
は
月
岡
芳
年
筆「
月
百
姿　

夕
顔
棚
」（
個
人
蔵
）が
あ
る（
図

９
～
14
）。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
人
物
が
男
女
二
人
の
み
の
場
合
と
男
女
と
子

供
の
場
合
で
分
か
れ
る
こ
と
、
夕
顔
が
実
を
付
け
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
様
々
な

違
い
が
見
え
る
。
特
に
山
口
素
絢
筆
「
納
涼
図
」
は
男
女
二
人
と
子
供
、
夕
顔
の

実
と
月
を
描
く
な
ど
、
守
景
の
「
納
涼
図
」
と
図
様
面
で
の
共
通
点
が
多
く
、
興

味
深
い
。

「
納
涼
図
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
数
多
く
、
特
に
吉
沢
忠
氏
が
、「
夕
顔
の
…
」

の
和
歌
の
詞
書
「
右
天
下
至
楽
也
。
有
誰
如
之
。」
を
踏
ま
え
、
俗
世
間
か
ら
距

離
を
置
き
自
足
を
感
じ
て
暮
ら
す
家
族
の
姿
を
描
く
、
と
提
唱
し
て
以
降
は
、
同

様
の
観
点
に
基
づ
い
た
、
隠
逸
が
「
納
涼
図
」
の
主
題
で
あ
る
と
す
る
解
釈
が
主

流
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
一
方
で
、国
文
学
の
分
野
か
ら
は
『
若
狭
少
将
勝
俊
朝
臣
集
』

の
成
立
年
代
に
つ
い
て
疑
問
が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
が

木
下
長
嘯
子
の
作
で
な
い
可
能
性
と
、
守
景
が
「
納
涼
図
」
を
描
い
た
時
に
は
長

嘯
子
作
の
和
歌
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
指

摘
を
踏
ま
え
る
と
、「
納
涼
図
」
の
意
味
を
『
長
嘯
子
集
』
の
詞
書
と
結
び
つ
け
、

絵
画
の
意
味
を
隠
逸
的
な
も
の
だ
と
解
釈
す
る
点
に
つ
い
て
は
再
考
す
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
「
納
涼
図
」
の
情
景
に
つ
い
て
は
、
あ
る
時
期
・
あ
る
時
間
に
期
間
を

絞
っ
た
、
ひ
と
と
き
の
季
節
感
を
表
現
し
た
景
物
画
で
あ
り
、
夕
暮
れ
か
ら
宵
闇

へ
と
移
り
変
わ
る
短
い
瞬
間
を
表
現
し
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
る（

（1
（

。
人
物
に
つ
い

て
は
武
士
の
一
家
を
描
く
と
さ
れ
た
り（

（1
（

、
農
民
の
一
家
を
描
い
た
と
指
摘
さ
れ
る

一
方（

（1
（

、
守
景
自
身
と
娘
、
息
子
の
三
人
の
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も

存
在
す
る（

（1
（

。
こ
の
画
中
の
人
物
に
関
し
て
は
、本
論
文
に
お
い
て
も
考
察
を
行
う
。

加
え
て
、「
納
涼
図
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
に
あ

る
「
て
て
ら
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
加
賀
藩
に
滞
在
し
て
以
降
の
作
と
言
及

さ
れ
る
ほ
か（

（1
（

、
更
に
踏
み
込
ん
で
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
八
一
）
の
作
と
す
る

意
見
も
存
在
す
る（

（1
（

。
一
方
、
守
景
の
落
款
・
印
章
の
検
証
で
は
、「
納
涼
図
」
の

落
款
は
楷
書
体
に
近
く
、
壮
年
期
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
た
が（

（1
（

、
明
確
な
制
作
時

期
は
未
だ
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
納
涼
図
」
に
関
す
る
先
行
研
究
は
数
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、

そ
の
解
釈
や
ど
の
よ
う
な
情
景
を
描
い
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
未
だ

結
論
が
出
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
論
考
で
は
、
ま
ず
「
納
涼
図
」
中
の
モ
チ
ー

フ
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
文
献
史
料
等
を
用
い
て
詳
細
に
確
認
し
た
上
で
、

何
を
描
い
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
情
景
を
表
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
一
考

す
る
。
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石
の
秋
の
夕
暮
を
。年
比
見
ま
ほ
し
く
」「
山
の
端
も
見
え
ぬ
明
石
の
泊
に
入
り
ぬ
。

先
人
麿
の
尊
像
を
崇
め
置
た
る
一
字
を
尋
ね
登
り
。」「
人
毎
に
月
は
須
磨
明
石
な

ど
い
ふ
に
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
松
尾
芭
蕉
が
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
か
ら
翌
五

年
に
近
畿
地
方
を
巡
っ
た
際
の
紀
行
文
、『
笈
の
小
文
』（
宝
永
六
・
一
七
〇
九
年

刊
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
明
石
の
浦
の
様
子
を
記
し
た
箇
所
は
以
下
の
通
り
で

あ
る（

（2
（

。
明
石
夜
泊　

蛸
壺
や
は
か
な
き
夢
を
夏
の
月

斯
か
る
処
の
秋
な
り
け
る
と
か
や
。
此
浦
の
実
は
秋
を
宗
と
す
る
な
る
べ
し
。

悲
し
さ
寂
し
さ
云
は
ん
方
無
く
、
秋
な
り
せ
ば
聊
か
心
の
端
を
も
、
云
ひ
出
づ

べ
き
も
の
を
思
ふ
ぞ
、
我
が
心
匠
の
拙
き
を
知
ら
ぬ
に
似
た
り
。

こ
の
記
述
で
興
味
深
い
の
は
「
此
浦
の
実
は
秋
を
宗
と
す
る
な
る
べ
し
」
と
、

明
石
の
浦
の
良
さ
は
秋
に
あ
る
と
記
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、『
源

氏
物
語
』
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
で
、
光
源
氏
は
須
磨

の
地
で
秋
を
迎
え
、月
を
眺
め
て
遠
く
都
に
い
る
恋
人
や
友
人
に
思
い
を
馳
せ
る
。

月
に
対
し
て
遠
く
離
れ
た
友
人
や
故
郷
を
思
う
こ
と
は
、
南
宋
・
謝
希
逸
『
月
賦
』

な
ど
漢
詩
に
も
見
え（

（2
（

、『
源
氏
物
語
』
で
も
「
孤
独
・
郷
愁
」
と
い
っ
た
要
素
を

含
む（

（2
（

。
つ
ま
り
、
芭
蕉
が
明
石
の
浦
の
秋
に
対
し
て
「
悲
し
さ
寂
し
さ
云
は
ん
方

無
く
」
と
記
す
の
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
椎

の
葉
』
に
も
「
月
は
須
磨
明
石
な
ど
い
ふ
に
」
と
あ
り
、
明
石
の
浦
と
月
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
広
く
知
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
納
涼
図
」
で
は
、
横
に
寝
そ
べ
る
男
性
の
視
線
の
先
に
月
が
存
在
す
る
。
人

麿
の
姿
勢
に
似
た
男
性
が
月
を
眺
め
る
様
子
は
、明
石
の
浦
の
月
の
も
の
悲
し
さ
、

二　

画
中
モ
チ
ー
フ
の
検
討

１　

男
性
の
姿
勢
に
つ
い
て

「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
人
物
、
瓢
箪
、
月
、
家
屋
の

順
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
、
人
物
の
様
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
登
場
人
物
三

人
の
う
ち
、
男
性
は
そ
の
身
体
を
地
面
に
横
た
え
頬
杖
を
つ
い
て
前
方
に
視
線
を

送
る
姿
勢
を
取
る
。
こ
の
姿
勢
に
関
し
て
は
、
源
流
を
伝
・
李
公
麟
筆
「
維
摩
居

士
像
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
に
置
く
、「
柿
本
人
麿
像
」（
京
都
国
立
博

物
館
他
蔵
）
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

（
図
15
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
物

像
を
「
身
体
を
捩
じ
る
形
」
と
位
置
づ
け
、
視
線
の
前
方
に
あ
る
何
か
を
眺
め
や

る
意
味
を
持
つ
と
い
う
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。「
納
涼
図
」
の
男
性
も
、
人
麿

像
の
「
身
体
を
捩
じ
っ
た
形
」
と
よ
く
似
た
形
の
た
め
、
こ
の
人
麿
を
始
め
と
し

た「
身
体
を
捩
じ
る
形
」を
持
つ
人
物
の
視
線
の
先
に
何
が
存
在
す
る
の
か
は
、「
納

涼
図
」
の
男
性
像
を
考
え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
人
麿
が
眺
め
や
る
「
明
石
の
浦
」
と
い
う
場
所
が（

（2
（

、
ど
う
い
っ
た
意

味
を
持
つ
場
所
か
を
確
認
し
た
い
。
明
石
と
い
う
場
所
を
描
い
た
文
学
の
う
ち
、

最
も
著
名
な
も
の
は
『
源
氏
物
語
』
須
磨
・
明
石
巻
で
あ
る
。
そ
の
後
の
文
学
作

品
に
お
い
て
も
明
石
と
い
う
場
所
を
語
る
上
で
は
、
人
麿
と
『
源
氏
物
語
』
と
い

う
二
つ
の
要
素
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
も
同
様
で
あ
っ

た
。例

え
ば
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に
は
明
石
藩
主
・
松
平
日
向
守
信
之

が
明
石
人
丸
社
の
法
楽
と
し
て
連
歌
会
を
催
し
、
そ
の
内
容
を
『
明
石
浦
人

丸
社
千
句
』
と
し
て
纏
め
て
い
る（

（2
（

。
ま
た
、
俳
人
・
椎
本
才
麿
（
一
六
五
六
～

一
七
三
八
）
の
紀
行
文
『
椎
の
葉
』
に
は
、「
日
記
に
は
あ
ら
ぬ
草
枕
、
須
磨
明
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図２　（右上）
納涼図屏風（落款部分）

図３　（左上）
納涼図屏風（人物部分）

図４　（中央）
納涼図屏風（屋根・夕顔部分）

図５　（下）
鷹狩図屏風（左隻、部分）
久隅守景筆
17 世紀

（日東紡績株式会社蔵）
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図６　（上）
納涼図屏風（子供・女性部分）　

図７　（左下）
納涼図屏風（襦袢部分）

図８　（右下）
納涼図屏風（男性顔部分）
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図９　（右）
夕顔棚納涼図

明誉古礀筆　17 世紀 （個人蔵）
図 10　（左）

納涼図
山口素絢筆　18 世紀 （高津古文化会館蔵）

図 11　（上）
扇面散・農村風俗図屏風（左隻、部分）

17 世紀頃　（泉屋博古館蔵）



111

図 12　（右上）
夕顔棚納涼図

横山華山筆　19 世紀
（大英博物館蔵）

図 13　（左上）
夕顔棚納涼図

歌川豊広筆　19 世紀
（メトロポリタン美術館蔵）

図 14　（下）
月百姿　夕顔棚

月岡芳年筆
明治 23（1890）年

（個人蔵、千葉市美術館寄託）
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寂
し
さ
を
観
る
者
に
思
い
起
こ
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
情
的
な
世

界
観
が
「
納
涼
図
」
と
関
係
す
る
こ
と
は
、
後
の
部
分
に
も
関
わ
る
点
で
あ
り
注

目
し
て
お
き
た
い
。

２　

女
性
の
様
態
に
つ
い
て

次
に
、
女
性
の
姿
か
た
ち
に
注
目
し
た
い
。「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
女
性
は

腰
巻
を
巻
い
た
だ
け
の
半
裸
で
あ
る
こ
と
、
加
え
て
正
座
と
い
う
態
勢
を
取
っ
て

い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
今
回
は
こ
の
二
点
に
注
目
す
る
。
ま
ず
正
座
と
い
う

姿
勢
に
つ
い
て
、こ
の
姿
勢
を
描
い
た
作
例
を
探
す
と
、「
邸
内
遊
楽
図
屏
風
」（
大

阪
市
立
美
術
館
蔵
）（
図
16
）
の
中
に
は
急
須
を
持
ち
座
る
女
子
が
、「
邸
内
遊
楽

図
屏
風
」（
個
人
蔵
）（
図
17
）
の
四
扇
目
に
は
柱
の
す
ぐ
側
に
座
る
女
子
が
い
る
。

ま
た
文
献
資
料
と
し
て
、『
貞
丈
雑
記
』
巻
十
五
の
「
言
語
の
部
」
の
う
ち
、「
か

し
こ
ま
る
」
の
欄
に
は
、
ひ
ざ
を
折
っ
て
正
し
い
座
り
方
を
す
る
こ
と
を
「
か
し

こ
ま
る
」
と
言
う
が
、
こ
れ
は
「
か
し
こ
ま
っ
て
座
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
も

の
で
あ
り
、
身
分
の
高
い
人
を
敬
っ
て
座
る
こ
と
だ
と
い
う
内
容
が
記
載
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。
つ
ま
り
江
戸
時
代
に
は
、
正
座
と
は
相
手
を
敬
う
座
り
方
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

こ
こ
で
再
び
二
つ
の
「
邸
内
遊
楽
図
屏
風
」
を
見
る
と
、
お
付
き
と
し
て
働
く

人
が
正
座
を
し
て
お
り
、こ
こ
か
ら
は
正
座
が
目
上
の
人
に
対
す
る
敬
意
を
示
し
、

側
に
控
え
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
座
り
方
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
更

に
「
遊
楽
人
物
図
（
加
賀
屏
風
）」（
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
蔵
）

（
図
18
）
の
右
下
に
描
か
れ
る
女
性
を
見
る
と
、
正
座
を
し
て
身
体
の
横
に
手
を

つ
け
る
姿
勢
は
、「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
女
性
の
姿
勢
と
近
似
す
る
。
か
つ
「
遊

楽
人
物
図
」
中
の
女
性
は
、横
の
主
人
と
思
わ
れ
る
女
性
の
隣
に
い
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
こ
の
姿
勢
は
目
上
の
人
の
も
と
に
控
え
る
際
に
敬
意
を
表
す
た
め
の
座
り

方
で
あ
り
、「
納
涼
図
」
に
お
い
て
は
夫
に
仕
え
る
妻
と
し
て
の
役
割
を
強
調
し

た
姿
勢
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
女
性
が
半
裸
で
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
納
涼
図
」
が
典
拠
と
す

る
「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
に
は
、「
女
は
ふ
た
の
物
」
つ
ま
り
腰
巻
を
巻
く
と
あ
り
、

そ
れ
を
忠
実
に
絵
画
化
し
て
い
る
と
分
か
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ

た
女
性
用
訓
蒙
書
を
見
る
と
、元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
刊
『
女
重
宝
記
』
で
は
、

女
性
の
傷
と
な
る
こ
と
、
女
性
が
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
の
一
つ
に
、「
か
た
ぬ

ぐ
事
」を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）刊『
女
鏡
秘
伝
書
』で
は
、

女
性
は
品
が
あ
り
清
潔
感
を
持
っ
た
格
好
で
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
あ
り
、
万

治
二
年
（
一
六
五
九
）
刊
『
を
ん
な
仁
義
物
語
』
で
は
、
女
性
は
家
の
中
で
あ
っ

て
も
化
粧
を
す
る
な
ど
身
な
り
を
整
え
て
、
男
性
に
悪
印
象
を
与
え
な
い
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
記
さ
れ
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
、
女
性
は
家
庭
の

中
で
あ
っ
て
も
姿
か
た
ち
を
整
え
て
お
く
べ
き
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
、
こ
の
思
想
を
踏
ま
え
る
と
「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
上
半
身
裸
の
女
性

は
、
当
時
の
道
徳
か
ら
は
外
れ
た
姿
を
と
っ
て
い
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
方
で
、
女
性
が
半
裸
に
近
い
姿
で
描
写
さ
れ
る
場
合
も
存
在
し
、
そ
れ
は
子

供
と
一
緒
に
描
か
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
「
観
楓
図
屏
風
」（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）に
は
、人
前
で
胸
を
出
し
子
供
に
授
乳
す
る
女
性
が
お
り
、「
職

人
尽
絵
」（
喜
多
院
蔵
）
の
う
ち
「
畳
師
と
結
桶
師
」
で
は
、
女
性
が
胸
を
人
前

で
さ
ら
け
出
す
が
、
彼
女
の
側
に
は
小
さ
な
子
供
が
い
る
（
図
19
・
20
）。
こ
の

点
に
関
し
て
、
上
半
身
を
出
し
た
女
性
が
小
さ
な
子
供
と
共
に
い
る
時
に
は
、
授

乳
・
子
育
て
と
い
う
意
味
が
生
ま
れ
て
女
性
が
母
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
、
半
裸

で
い
る
と
い
う
こ
と
が
道
徳
的
に
反
し
た
も
の
で
は
な
く
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（2
（

。
実
際
に
、「
納
涼
図
」
と
同
様
に
「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
を
ベ
ー
ス
に
し
た

と
思
わ
れ
る
「
扇
面
散
・
農
村
風
俗
図
屏
風
」（
泉
屋
博
古
館
蔵
）
で
も
、
半
裸
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図 18　（左）　遊楽人物図（加賀屏風）（部分）
17 世紀　（立命館大学アートリサーチセン
ター蔵）

図 15　柿本人麿像　　伝藤原信実筆
13 ～ 14 世紀　（京都国立博物館蔵）

図 16　邸内遊楽図屏風（部分）
17 世紀　（大阪市立美術館蔵）

図 17　邸内遊楽図屏風（部分）
17 世紀　（個人蔵）
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図 22　洛中洛外図屏風（歴博甲本、右隻、部分）
16 世紀　（国立歴史民俗博物館蔵）

図 21　天稚彦物語絵（部分）
17 世紀　（サントリー美術館蔵）

図 19　（右）　観楓図屏風（部分）　狩野秀頼筆　16 世紀　（東京国立博物館蔵）
図 20　（左）　職人尽絵　畳師と結桶師（部分）　狩野吉信筆　17 世紀　（喜多院蔵）
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図 25　（右上）
四季耕作図屏風（左隻、部分）

久隅守景筆　17 世紀 （個人蔵）
図 26　（左上）

洛中洛外図屏風
（歴博甲本、右隻、部分）

16 世紀　（国立歴史民俗博物館蔵）
図 27　（下）

洛中洛外図巻（部分）
住吉具慶筆
17 世紀 （東京国立博物館蔵）

図 23　（右）
青磁染付瓢文皿　17 世紀
 （東京国立博物館蔵）

図 24　（左）
百工比照（部分）　17 世紀後半～ 19 世紀

（前田育徳会蔵）
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の
女
性
が
子
供
に
授
乳
す
る
姿
で
描
か
れ
る
。

「
納
涼
図
」
に
お
い
て
も
、
女
性
の
側
に
は
「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
に
は
登
場

し
な
い
小
さ
な
子
供
が
お
り
、
子
供
は
こ
う
し
た
女
性
の
姿
を
道
徳
的
に
反
し
な

い
も
の
に
す
る
役
割
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。「
夕
顔
の
…
」
と
い
う
和
歌
を
文

字
通
り
に
絵
画
化
す
る
と
、
女
性
は
上
半
身
裸
と
い
う
だ
ら
し
な
い
印
象
を
与
え

る
姿
に
な
る
。
し
か
し
子
供
を
描
き
加
え
、「
妻
」
と
い
う
存
在
か
ら
「
母
」
と

い
う
存
在
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
女
性
の
格
好
に
適
切
な
意
味
を
与
え
、
観
る

者
に
悪
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
な
い（

（3
（

。
こ
う
し
た
、
守
景
が
「
納
涼
図
」
に
対
し

て
施
し
た
配
慮
は
、
受
容
者
の
問
題
と
も
関
係
す
る
た
め
注
目
し
て
お
き
た
い
。

３　

瓢
箪
に
つ
い
て

「
納
涼
図
」研
究
に
お
い
て
、瓢
箪
は「
夕
顔
の
…
」の
和
歌
に
登
場
し
な
い
た
め
、

従
来
注
目
を
集
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
林
羅
山
の
居
所
で
あ
っ
た

「
夕
顔
巷
」
と
絡
め
て
、
顔
回
の
故
事
に
ち
な
ん
だ
「
隠
逸
」・「
清
貧
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
ほ
か（

（3
（

、
瓢
箪
を
顔
回
や
許
由

な
ど
古
代
中
国
の
隠
者
と
関
連
す
る
モ
チ
ー
フ
と
捉
え
、「
納
涼
図
」
で
描
か
れ

る
瓢
箪
も
彼
ら
が
持
つ
「
隠
逸
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
反
映
し
て
い
る
と
も
言
及

さ
れ
た（

（3
（

。
実
際
、
瓢
箪
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
は
、
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
随
し
て

い
る
。
例
え
ば
孔
子
の
弟
子
・
顔
回
が
瓢
箪
一
つ
を
持
ち
、
質
素
な
暮
ら
し
を
し

た
故
事
か
ら
生
ま
れ
た
「
清
貧
」
や
、
古
代
中
国
の
聖
人
・
許
由
が
唯
一
の
持
ち

物
で
あ
る
瓢
箪
を
邪
魔
だ
と
捨
て
た
故
事
に
由
来
す
る
、「
隠
逸
」「
自
足
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
。

一
方
で
『
日
本
書
紀
』
に
も
表
れ
る
よ
う
に
、
瓢
箪
に
は
神
霊
が
宿
っ
て
お
り

呪
術
性
を
持
っ
て
邪
気
を
払
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
ほ
か（

（3
（

、「
天
稚
彦
草
子
」

（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
で
は
、
瓢
箪
は
天
上
と
地
上
と
を
繋
ぐ
も
の
と
表
わ

さ
れ
る
。
ま
た
、「
七
十
一
番
職
人
歌
合
絵
巻
（
東
博
本
）」
や
「
洛
中
洛
外
図
屏

風
（
歴
博
甲
本
）」
は
、瓢
箪
を
持
ち
歩
い
て
遍
歴
す
る
「
鉢
叩
き
」
と
い
う
人
々

を
描
く（

（3
（

（
図
21
・
22
）。
加
え
て
瓢
箪
は
、
子
孫
長
久
・
子
沢
山
の
象
徴
と
な
る

こ
と
も
あ
り
、
工
芸
品
や
詩
文
な
ど
様
々
な
形
で
人
口
に
膾
炙
し
た
イ
メ
ー
ジ
で

あ
っ
た
。　
　

瓢
箪
の
子
孫
繁
栄
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て
、『
吉
祥
図
案
解
題
』
は
蔓
に

生
っ
た
瓢
箪
に
つ
い
て
「
蔓
」
が
「
萬
」
と
中
国
語
で
同
音
で
あ
る
こ
と
や
、
一

つ
の
瓢
箪
の
中
に
あ
る
種
子
を
撒
く
と
次
の
年
に
は
瓢
箪
が
百
個
実
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、「
百
子
」
を
意
味
し
、
子
ど
も
が
多
い
こ
と
の
譬
え
・
吉
祥
の
図
案
の

ひ
と
つ
だ
と
記
す（

（3
（

。
ま
た
、
瓢
箪
の
蔓
を
勢
い
よ
く
伸
ば
し
て
繁
茂
す
る
様
子
や

沢
山
の
実
を
付
け
多
く
の
種
子
を
作
る
様
子
か
ら
、
瓢
箪
は
子
孫
長
久
や
多
子
の

象
徴
と
な
り
、
中
国
語
で
は
「
葫
蘆
（
ひ
ょ
う
た
ん
）」
の
発
音
が
「
福
禄
」
に

近
い
こ
と
か
ら
、
財
産
と
栄
達
を
も
た
ら
す
吉
祥
文
様
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（3
（

。
加
え
て
、こ
の
子
孫
繁
栄
と
い
う
寓
意
は
瓢
箪
だ
け
で
な
く
、瓜
も
同
様
だ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、そ
れ
は
『
詩
経
』
の
「
大
雅
」
中
に
収
め
ら
れ
た
「
緜
」

と
い
う
一
文
に
由
来
す
る
と
指
摘
さ
れ
る（

（3
（

。

で
は
、
吉
祥
文
様
と
し
て
の
瓢
箪
は
、
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。江
戸
時
代
に
遡
る
瓢
箪
の
意
匠
が
施
さ
れ
た
工
芸
作
品
の
う
ち
、

例
え
ば
鍋
島
焼
の
「
青
磁
染
付
瓢
文
皿
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）（
図
23
）
は
、

皿
全
面
に
大
き
く
瓢
箪
を
あ
し
ら
い
、
側
面
に
は
蔓
を
描
く
こ
と
か
ら
、
こ
の
作

品
は
蔓
を
伸
ば
し
多
く
の
実
を
付
け
る
、
子
孫
繁
栄
の
寓
意
を
表
現
し
て
い
る
。

ま
た
、
加
賀
藩
で
編
纂
さ
れ
た
意
匠
集
『
百
工
比
照
』（
図
24
）
は
、
襖
や
扉
の

金
具
の
文
様
と
し
て
瓢
箪
文
や
瓜
文
を
多
く
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
瓢
箪

の
実
だ
け
で
な
く
、
蔓
も
配
し
た
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
子
孫
繁
栄
の
イ
メ
ー

ジ
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、儒
学
者
・
木
下
順
庵
（
一
六
二
一
～
九
九
）
の
文
集
で
あ
る
『
錦
里
文
集
』

に
は
、「
瓜
」
と
題
し
た
一
文
が
あ
り（

（3
（

、
夏
に
穫
れ
た
瓜
を
為
政
者
の
い
る
場
所

に
届
け
、
そ
の
治
世
を
称
揚
し
て
子
孫
が
綿
々
と
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
す

る
、と
い
う
内
容
を
記
す
。こ
の
文
中
に
は
、「
安
ん
ぞ
詩
人
を
得
て
大
雅
に
賡（
つ
）

が
ん
や
」
と
、『
詩
経
』「
大
雅
」
中
の
「
緜
」
を
踏
ま
え
た
箇
所
が
あ
り
、
順
庵

は
こ
の
詩
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、『
詩
経
』
と
そ
こ
に
記
さ
れ
る
子
孫
繁
栄
と

し
て
の
瓜
の
イ
メ
ー
ジ
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る（

（3
（

。

こ
の
よ
う
に
瓢
箪
の
吉
祥
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
す
る
と
、
そ
の
繁
栄
が
願
わ

れ
る
対
象
と
し
て
武
家
や
皇
族
、公
家
な
ど
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
青
磁
染
付
瓢
文
皿
」
に
つ
い
て
は
、
鍋
島
焼
が
大
名
や
公
家
へ
の
贈
答
用
と
し

て
製
作
し
た
高
級
陶
器
で
あ
っ
た
た
め（

（4
（

、
そ
こ
に
施
さ
れ
る
文
様
と
は
そ
れ
ら
の

需
要
者
が
必
要
と
す
る
、
彼
ら
が
喜
ぶ
文
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
百
工
比
照
』
は
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田
綱
紀
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
工
芸
資

料
集
で
あ
り
、
収
録
す
る
金
具
は
加
賀
藩
関
連
の
屋
敷
で
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い

た
も
の
が
多
く
を
占
め
る（

（4
（

。
加
え
て
木
下
順
庵
の
詩
文
で
は
、
瓜
を
「
廟
廊
（
天

子
、
君
主
が
政
務
を
執
る
場
所
）
に
薦
め
て
」
と
あ
る
ほ
か
、「
聖
世
（
優
れ
た

天
子
の
治
め
る
世
）
を
称
揚
し
て
綿
綿
を
頌
へ
ん
」
と
、
瓜
を
与
え
吉
祥
を
寿
ぐ

べ
き
対
象
と
し
て
将
軍
や
大
名
、
天
皇
な
ど
為
政
者
階
級
を
指
し
示
す（

（4
（

。
そ
も
そ

も
『
詩
経
』
の
「
緜
」
と
い
う
詩
自
体
が
、
中
国
・
周
王
朝
の
建
国
者
で
あ
る
古

公
亶
父
を
称
揚
す
る
た
め
の
内
容
で
、
建
国
の
成
り
立
ち
と
皇
帝
の
威
光
を
詠
う

た
め
、
こ
の
詩
を
典
拠
と
す
る
瓜
や
瓢
箪
の
子
孫
繁
栄
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
対
象

は
、
武
家
や
皇
族
な
ど
為
政
者
階
級
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
こ
で
「
納
涼
図
」
を
見
る
と
、
画
面
に
は
男
性
と
女
性
に
加
え
て
小
さ
な
子

供
が
描
か
れ
る
が
、
典
拠
と
な
っ
た
「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
は
、
男
女
が
夕
涼
み

を
す
る
様
子
の
み
を
詠
む
。
つ
ま
り
、
画
中
に
子
ど
も
を
描
く
の
は
守
景
の
創
意

だ
と
考
え
ら
れ
、「
納
涼
図
」
に
子
ど
も
が
描
か
れ
る
理
由
に
は
、
瓢
箪
の
持
つ

子
孫
繁
栄
と
い
う
意
味
が
関
係
し
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
瓢
箪
も
子
供
同
様
に

和
歌
で
は
描
写
さ
れ
ず
、
絵
で
初
め
て
描
き
出
さ
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
そ
し

て
、
前
節
で
も
述
べ
た
女
性
の
様
態
を
は
じ
め
、
守
景
が
子
供
や
瓢
箪
を
描
き
加

え
る
と
い
っ
た
工
夫
を
し
て
「
納
涼
図
」
を
描
い
た
と
い
う
点
は
、
そ
の
受
容
者

と
も
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
、
和
歌
に
は
な
い
「
納
涼
図
」
独
自
の

特
徴
と
し
て
、
子
孫
繁
栄
を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
瓢
箪
と
子
供
を
描
き
、

女
性
の
半
裸
に
配
慮
を
施
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
か
ら
推
測
し
う
る

受
容
層
と
し
て
は
、瓢
箪
や
子
供
の
存
在
が
象
徴
す
る
子
孫
繁
栄
に
関
心
を
持
ち
、

か
つ
女
性
の
姿
か
た
ち
に
繊
細
な
配
慮
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
、

武
士
や
公
家
な
ど
の
為
政
者
階
級
と
想
定
で
き
る
。

実
際
に
江
戸
時
代
の
武
士
を
は
じ
め
と
す
る
為
政
者
階
級
に
と
っ
て
、
子
供
の

有
無
は
家
の
存
続
と
い
う
点
に
お
い
て
死
活
問
題
で
あ
り
、
子
供
を
授
か
り
そ
の

子
が
何
事
も
な
く
丈
夫
に
成
長
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
大
和
郡
山
藩
主
・

柳
沢
信
鴻
（
一
七
二
四
～
九
二
）
の
日
記
『
宴
遊
日
記
』
で
は
、
日
記
中
に
記
さ

れ
た
十
一
年
間
で
信
鴻
の
子
供
と
孫
は
全
部
で
二
十
二
人
誕
生
し
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
十
一
人
が
早
世
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
当
時
に
お
い
て
は
恵

ま
れ
た
生
育
環
境
で
あ
っ
た
大
名
家
で
さ
え
も
子
供
の
死
亡
率
が
高
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
、
人
々
は
子
供
の
成
長
を
神
仏
に
願
わ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に

あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

ま
た
大
名
家
だ
け
で
は
な
く
そ
の
下
に
仕
え
る
武
士
た
ち
に
と
っ
て
も
同
様

に
、家
の
存
続
の
た
め
の
後
継
者
と
い
う
も
の
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
土
佐
藩
士
・
楠
瀬
大
枝
（
一
七
七
六
～
一
八
三
五
）
の
日
記
『
燧

袋
』
に
は
、
大
枝
の
一
人
息
子
が
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
際
の
記
述
が
あ
る
が
、

大
枝
は
息
子
が
亡
く
な
っ
た
十
日
後
に
親
戚
に
対
し
養
子
縁
組
の
相
談
を
し
て
い
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る
。
こ
こ
か
ら
窺
え
る
大
枝
の
息
子
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
は
、
大
枝
に
と
っ

て
亡
く
な
っ
た
息
子
は
唯
一
の
跡
継
ぎ
で
あ
っ
た
た
め
に
、
家
の
繁
栄
・
将
来
と

不
可
分
に
結
び
つ
い
た
存
在
で
あ
り
、
日
記
中
に
記
さ
れ
る
大
枝
が
息
子
を
愛
お

し
む
様
子
は
家
の
将
来
へ
の
希
望
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ
る（

（4
（

。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
は
武
士
を
は
じ
め
と
し
た
為
政
者
階
級
に
と
っ
て
、
子
孫
繁

栄
を
象
徴
す
る
瓢
箪
は
望
ま
し
い
吉
祥
図
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
守
景
作
品
の
受
容
者
を
伝
記
史
料
か
ら
窺
っ
て
み
る
と
、
一
時

滞
在
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
加
賀
藩
を
は
じ
め
、
大
名
・
武
士
階
層
が
そ
の
作
品
を

楽
し
む
事
例
が
多
く
確
認
で
き
る（

（4
（

。
ま
た
近
年
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
守
景
筆
の

「
鷹
狩
図
屏
風
」
が
幕
府
か
ら
加
賀
藩
主
・
前
田
綱
紀
へ
下
賜
さ
れ
た
祝
い
の
品

で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
加
え
て
傍
証
と
し
て
、先
に
「
納
涼
図
」

の
類
似
作
例
と
し
て
挙
げ
た
「
扇
面
散
・
農
村
風
俗
図
屏
風
」
の
左
隻
に
は
、
白

い
花
の
咲
く
夕
顔
が
絡
み
つ
い
た
家
屋
と
柴
垣
が
描
か
れ
、『
源
氏
物
語
』
夕
顔

巻
を
連
想
さ
せ
る
仕
掛
け
が
あ
る
な
ど
、
教
養
あ
る
人
々
が
受
容
者
だ
っ
た
可
能

性
が
想
定
さ
れ
る（

（4
（

。
こ
の
よ
う
に
守
景
作
品
の
主
要
な
受
容
者
に
は
武
士
階
級
の

人
々
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
納
涼
図
」
の
受
容
者
に
つ
い
て

も
同
様
に
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

４　

月
・
家
屋
に
つ
い
て

次
に
、「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
月
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
月
と
い
う

モ
チ
ー
フ
、
特
に
「
納
涼
図
」
が
描
く
よ
う
な
満
月
は
、
日
本
に
お
い
て
は
古
く

よ
り
風
情
が
あ
り
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
を
感
じ
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き

た（
（4
（

。
そ
の
中
で
も
日
本
で
特
に
愛
で
ら
れ
た
も
の
が
秋
の
月
で
あ
る
。「
納
涼
図
」

で
は
画
面
全
体
に
薄
く
墨
を
施
し
夕
暮
れ
を
表
現
す
る
が
、
秋
の
月
は
夕
暮
れ
に

浮
か
ぶ
も
の
と
し
て
描
く
こ
と
が
多
い
。
実
際
に
、
徳
川
光
圀
の
歌
集
『
常
山
詠

草
』
に
は
「
初
秋
月
」
と
い
う
題
で
、「
秋
た
つ
と
夕
の
空
は
心
よ
り　

は
や
澄

み
の
ぼ
る
月
の
さ
や
け
さ
」
と
い
う
和
歌
が
あ
る
。
ま
た
、「
納
涼
図
」
に
は
瓢

箪
が
描
か
れ
る
が
、
瓢
箪
が
実
る
時
期
に
つ
い
て
当
時
の
文
献
を
確
認
す
る
と
、

『
農
業
全
書
』
で
は
旧
暦
八
月
に
実
を
収
穫
す
る
こ
と
、『
耕
稼
春
秋
』
に
は
旧
暦

七
月
の
盆
の
頃
か
ら
収
穫
を
始
め
る
こ
と
、『
雍
州
府
志
』
に
は
瓢
箪
は
主
に
秋

に
実
を
付
け
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
る（

（4
（

。

つ
ま
り
夕
暮
れ
の
月
で
あ
る
こ
と
、
同
時
に
描
か
れ
る
瓢
箪
は
旧
暦
七
月
ご
ろ

の
秋
に
実
を
付
け
る
と
い
っ
た
画
中
の
要
素
か
ら
、「
納
涼
図
」
の
月
は
秋
の
月

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
訳
だ
が（

（5
（

、
そ
れ
に
対
し
て
江
戸
時
代
の
人
々
は
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
確
認
す
る
と
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊
行
の

『
日
本
歳
時
記
』
七
月
十
六
日
条
に
は
、
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
三
か
月
間
は
全

て
月
を
賞
玩
す
る
時
期
で
あ
り
、
七
月
の
月
は
蘇
軾
の
「
赤
壁
賦
」
に
ち
な
ん
だ

月
、
八
月
は
中
秋
の
名
月
、
九
月
は
十
三
夜
の
月
を
愛
で
る
と
あ
る（

（5
（

。
ま
た
『
桃

源
遺
事
』
も
、
八
月
・
九
月
に
加
え
て
初
秋
の
七
月
も
名
月
と
し
て
愛
で
る
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
盂
蘭
盆
と
も
重
な
る
た
め
風
情
を
解
さ
な
い
人
で
も
「
あ

は
れ
」
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
記
し
て
い
る（

（5
（

。
こ
の
よ
う
に
七
月
か
ら
九
月

ま
で
の
秋
の
期
間
は
、
月
を
愛
で
る
時
期
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
秋
の
月

は
「
あ
は
れ
」
を
感
じ
る
趣
深
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
納

涼
図
」
の
月
も
、
同
様
に
趣
深
い
、
賞
玩
す
る
も
の
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
と
考

え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
小
屋
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
小
屋
は
茅
葺
屋
根
で
、
柱
は
樹
皮
を

残
し
た
木
の
幹
を
使
い
、
格
子
窓
と
植
物
を
編
ん
で
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
引
き

戸
が
備
え
付
い
て
い
る
。
こ
の
戸
は
「
編
戸
壁
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

竹
な
ど
を
綾
模
様
に
編
ん
だ
戸
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
壁
の
役
割
も
果
た
し

た（
（5
（

。「
納
涼
図
」
中
の
戸
も
交
差
す
る
よ
う
に
編
ま
れ
、
壁
の
よ
う
に
も
見
え
る
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こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
建
具
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
守
景
作
と
さ

れ
る
「
四
季
耕
作
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）（
図
25
）
中
の
家
屋
に
も
、
同
様
の
建
具

が
描
か
れ
る
。

ま
た
、絵
画
資
料
中
に
描
か
れ
る
家
屋
表
現
に
関
し
て
、「
洛
中
洛
外
図
屏
風（
歴

博
甲
本
）」（
図
26
）
中
に
描
か
れ
る
洛
外
の
民
家
は
、草
葺
の
切
妻
屋
根
を
持
ち
、

そ
の
柱
は
未
製
材
で
家
屋
の
幅
は
二
間
か
ら
三
間
程
度
、
家
の
片
側
が
土
間
で
も

う
片
側
が
座
敷
と
な
る
構
造
を
し
た
家
屋
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。「
洛
中
洛
外

図
屏
風
（
歴
博
甲
本
）」
に
描
か
れ
る
郊
外
の
民
家
は
、
出
入
り
口
と
な
っ
て
い

る
部
分
が
奥
へ
広
が
る
点
か
ら
土
間
と
思
わ
れ
、
そ
の
隣
に
は
床
上
の
座
敷
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
歴
博
甲
本
）」
の
家
屋
は
、
座
敷
部

分
は
手
前
に
台
所
と
奥
に
寝
室
を
設
置
し
た
、
片
側
が
土
間
で
床
上
に
二
室
あ
る

民
家
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
屋
構
造
は
、「
洛
中
洛
外
図
屏
風

（
歴
博
甲
本
）」
に
表
わ
さ
れ
る
京
都
近
郊
だ
け
で
な
く
、
東
日
本
な
ど
他
の
地
域

に
も
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。

そ
こ
で
絵
画
資
料
中
に
見
ら
れ
る
郊
外
の
家
屋
表
現
と
「
納
涼
図
」
と
を
比
較

す
る
と
、「
納
涼
図
」の
家
屋
は
画
面
右
端
に
二
本
目
の
柱
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、

少
な
く
と
も
家
の
幅
は
二
間
以
上
あ
り
、
そ
の
柱
は
墨
で
暗
く
塗
ら
れ
点
描
を
施

す
た
め
、
未
製
材
の
材
木
を
使
用
し
た
も
の
と
分
か
る
。
ま
た
「
納
涼
図
」
の
家

屋
の
内
部
は
、
淡
墨
を
引
い
て
影
の
表
現
を
取
り
、
畳
敷
き
に
は
見
え
な
い
た
め
、

戸
口
か
ら
窺
え
る
部
分
は
土
間
と
推
測
で
き
る
。
す
る
と
「
納
涼
図
」
中
の
家
屋

は
、「
洛
中
洛
外
図
屏
風
（
歴
博
甲
本
）」
の
よ
う
な
土
間
と
床
上
座
敷
を
持
つ
構

造
の
家
屋
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
似
た
よ
う
な
家
屋
が
表
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
住
吉
具
慶
筆
「
洛
中
洛

外
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）（
図
27
）
が
あ
り
、
洛
外
の
農
村
を
描
写
し
た

部
分
に
も
「
納
涼
図
」
と
同
様
の
家
屋
の
表
現
が
あ
る
。
茅
葺
屋
根
、
未
製
材
の

柱
、
編
戸
壁
な
ど
「
納
涼
図
」
中
の
家
屋
と
ほ
ぼ
同
じ
構
成
要
素
を
持
ち
、「
洛

中
洛
外
図
屏
風
（
歴
博
甲
本
）」
中
の
家
屋
と
も
近
似
す
る
点
が
多
い
。
更
に
図

の
右
上
に
描
か
れ
る
家
の
格
子
窓
か
ら
は
家
の
中
に
畳
が
敷
か
れ
て
い
る
の
が
見

え
、
片
方
を
土
間
に
作
り
床
上
の
座
敷
を
持
つ
構
造
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

に「
納
涼
図
」に
描
か
れ
る
家
屋
と
は
、「
洛
中
洛
外
図
屏
風（
歴
博
甲
本
）」や「
洛

中
洛
外
図
巻
」
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
近
世
初
め
に
お
け
る
都
市
部
か
ら
は
少

し
離
れ
た
郊
外
の
家
屋
の
様
子
を
描
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
及
び
受
容
者
を
検
討
し
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
る
と
「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
の
は
、
あ
る
一
家
が
都
市

部
か
ら
離
れ
た
家
で
、
夕
涼
み
を
し
な
が
ら
月
を
眺
め
、
そ
の
情
趣
を
楽
し
ん
で

い
る
情
景
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
そ
の
情
景
に
は
、
月
や
人
物
の
様

態
に
付
与
さ
れ
た
叙
情
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ

る
。

三　
「
納
涼
図
」
の
思
想
背
景

１　

情
趣
に
つ
い
て
の
認
識

こ
こ
ま
で
、「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
を
検
討
し
て
き
た
が
、
一
旦

そ
れ
ら
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
男
性
は
人
麿
像
な
ど
を
連
想
さ
せ
、
観
る
者
に

情
趣
を
感
じ
さ
せ
る
構
造
を
持
つ
ほ
か
、
女
性
は
子
供
と
共
に
描
か
れ
る
こ
と
で

母
親
と
い
う
役
割
を
付
与
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
瓢
箪
に
は
子
孫
繁
栄
の
意
味
が

存
在
し
、
他
の
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
も
、
風
情
あ
る
秋
の
名
月
、
郊
外
の
庶
民
的

な
家
屋
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
以
上
を
総
合
す

る
と
、「
納
涼
図
」
が
描
く
の
は
、
あ
る
家
族
が
都
市
部
を
離
れ
た
質
素
な
家
で

夕
涼
み
を
し
て
月
を
眺
め
、
情
趣
を
味
わ
う
情
景
だ
と
い
え
る
が
、
画
中
の
こ
の
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家
族
と
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
が
記
さ
れ
る
史
料
の
う
ち
、
十
九
世
紀
前
半
に
成
立
し

た
と
さ
れ
る
『
了
阿
遺
書
』
で
は
、
こ
の
和
歌
は
百
姓
の
夫
婦
が
瓢
箪
の
生
る
下

で
夕
涼
み
す
る
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
だ
と
『
無
名
子
随
筆
』
と
い
う
書
物
の
中
に

あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、文
政
八
年（
一
八
二
五
）成
立
の『
北
窓
瑣
談
』

は
、「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
は
正
に
「
た
の
し
み
の
真
境
」
を
表
現
し
た
も
の
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
刊
『
嬉
遊
笑
覧
』
で

は
、『
四
季
物
語
』
が
表
わ
す
よ
う
な
、
身
分
の
低
い
女
性
が
肌
を
出
し
た
ま
ま
、

男
女
子
供
で
恥
ず
か
し
が
る
こ
と
も
無
く
集
ま
っ
て
い
る
様
子
を
踏
ま
え
て
詠
ま

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、「
夕
顔
の
…
」
の
和

歌
に
記
さ
れ
て
い
る
人
物
は
人
前
で
裸
で
あ
っ
て
も
恥
ず
か
し
そ
う
に
隠
す
こ
と

を
し
な
い
、
庶
民
的
な
人
物
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

人
前
で
裸
に
な
る
と
い
う
風
俗
に
関
し
て
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
、
庶
民
の
間

で
は
一
般
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
よ
く
知
ら
れ
た
話
で
は
あ
る
が
、
幕

末
か
ら
明
治
の
初
め
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
が
自
国
の
風
習
と
は
異
な
る
も
の

と
し
て
頻
繁
に
取
り
上
げ
た
の
が
、
混
浴
の
習
慣
や
人
前
で
裸
の
ま
ま
く
つ
ろ
ぐ

人
々
の
姿
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ
で
描
写
さ
れ
る
日
本
人
は
、
裸
で
あ
る
こ
と

を
そ
も
そ
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
も
知
ら
れ

て
い
る（

（5
（

。
だ
が
庶
民
に
と
っ
て
は
普
通
の
風
習
で
も
、
為
政
者
側
か
ら
は
風
紀
が

乱
れ
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
は
混

浴
を
禁
じ
る
町
触
が
出
て
い
る（

（5
（

。
こ
こ
か
ら
は
道
徳
的
に
こ
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
振
舞
い
と
、
実
際
の
風
俗
と
の
間
に
は
乖
離
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
り
、「
納

涼
図
」
に
描
か
れ
る
上
半
身
裸
の
女
性
の
姿
は
、
良
家
の
女
性
が
読
む
訓
蒙
書
な

ど
で
は
避
け
る
べ
き
振
舞
い
と
さ
れ
た
が
、
庶
民
風
俗
と
し
て
は
一
般
的
な
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
で
描
写
さ
れ
る
人
物
は
庶
民
的
な
装
い

を
す
る
一
方
、「
納
涼
図
」
中
の
女
性
の
表
現
に
注
目
す
る
と
、
女
性
の
手
足
は

き
ち
ん
と
伸
ば
し
て
揃
え
ら
れ
、
そ
の
線
質
は
柔
ら
か
で
あ
る
。
更
に
正
座
を
し

て
い
る
様
子
か
ら
は
、
夫
に
対
し
て
敬
意
を
払
っ
て
接
す
る
理
想
的
な
女
性
の
姿

を
感
じ
ら
れ
、
野
卑
で
は
な
く
、
品
位
が
あ
る
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。
男
性
の
描

写
に
つ
い
て
も
、
髪
や
髭
は
見
苦
し
く
な
く
き
ち
ん
と
整
え
ら
れ
、
手
足
の
指
も

女
性
同
様
綺
麗
に
伸
ば
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
品
位
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
を
取

る
一
方
、
藁
葺
屋
根
の
小
屋
の
よ
う
に
、
そ
れ
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
描
写
も
認

め
ら
れ
る
。
な
お
、
先
に
挙
げ
た
「
納
涼
図
」
の
類
例
で
は
、
横
山
華
山
筆
の
作

品
が
人
物
の
傍
ら
に
鍬
を
置
き
、
画
面
全
体
を
農
民
の
夕
涼
み
の
様
子
と
位
置
づ

け
て
い
る
な
ど
、
こ
う
し
た
人
物
表
現
と
他
の
モ
チ
ー
フ
と
の
描
写
に
齟
齬
が
生

じ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
守
景
の
描
い
た
「
納
涼
図
」
に
特
徴
的
な
表
現
で
あ

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
齟
齬
が
生
じ
た
理
由
は
、「
納
涼
図
」
が
理
想
的
な
境
地
を
表
現
し
た
作

品
で
あ
り
、画
中
に
描
か
れ
る
世
界
や
「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
の
詠
う
世
界
が
、「
納

涼
図
」
の
依
頼
者
に
と
っ
て
望
ま
し
い
世
界
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
実

際
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
成
立
の
『
雉
岡
随
筆
』
で
は
、「
夕
顔
の
…
」
の

和
歌
を
、
世
間
に
疲
れ
た
高
位
の
人
物
が
責
任
な
ど
持
た
な
い
卑
し
い
身
分
の
人

の
生
活
を
理
想
と
し
て
願
う
、と
い
う
境
地
を
表
現
し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
納
涼
図
」
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
理
想
的
な
世
界
を
描
い

た
作
品
と
い
う
位
置
づ
け
、
そ
し
て
和
歌
や
周
り
の
情
景
が
表
わ
す
庶
民
性
と
人

物
が
持
つ
品
の
良
さ
と
い
っ
た
、
表
現
の
間
に
生
ま
れ
る
ズ
レ
が
非
常
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
納
涼
図
」
の
受
容

者
と
し
て
想
定
さ
れ
る
武
士
階
級
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
こ
の
作
品
を

愛
で
た
の
か
と
い
う
思
想
背
景
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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「
納
涼
図
」
が
描
く
の
は
一
家
が
月
を
見
な
が
ら
夕
涼
み
を
し
、
そ
の
情
趣
を

感
じ
る
と
い
う
情
景
で
あ
る
。
加
え
て
、
男
性
の
姿
勢
や
月
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ

は
、
観
る
者
に
も
の
悲
し
い
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
構
造
を
生
み
出
し
て
い
た
。
こ

の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
江
戸
時
代
の
武
士
が
物
事
の
情
趣
を
解
す
こ
と
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
か
を
押
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
刊
の
『
可
笑
記
』
に
は
、
武
士
の
あ
る
べ
き
姿
・

嗜
む
べ
き
も
の
に
関
し
て
記
し
た
章
段
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
武
士
が
和
歌
や
連

歌
な
ど
を
あ
ま
り
に
好
ん
で
は
公
家
の
成
り
下
が
り
の
よ
う
で
武
士
道
を
軽
ん
じ

る
こ
と
に
な
る
が
、
一
方
で
詩
や
俳
句
、
和
歌
、
連
歌
な
ど
を
不
要
な
も
の
と
し

て
理
解
し
な
い
よ
う
で
は
、
物
事
に
心
を
映
す
こ
と
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
説

い
て
い
る（

（5
（

。
ま
た
時
代
は
下
が
る
が
江
戸
時
代
中
期
、
加
賀
藩
士
・
冨
田
景
周
の

著
書
『
下
学
老
談
』
の
う
ち
「
行
歩
」
と
い
う
章
段
で
は
、
武
士
だ
か
ら
と
花
が

散
る
こ
と
を
惜
し
ま
ず
月
が
出
る
夕
方
を
楽
し
ま
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
務

め
る
べ
き
文
武
の
仕
事
の
合
間
に
素
晴
ら
し
い
景
色
、
季
節
の
花
や
紅
葉
を
愛

で
、
詩
歌
に
自
ら
の
気
持
ち
を
託
し
て
楽
し
む
の
は
君
子
が
持
つ
べ
き
心
映
え
で

あ
る
、
と
い
っ
た
事
柄
を
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
ま
た
同
じ
く
、『
下
学
老
談
』
の
「
和

歌
を
嗜
み
物
情
を
察
す
べ
し
」
と
い
う
章
段
で
は
、
物
の
情
趣
を
理
解
し
て
他
人

を
感
動
さ
せ
る
も
の
で
和
歌
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
と
記
す
。
ま
た
同
書
は
、
い
か

に
勇
ま
し
い
武
士
で
も
人
情
を
解
さ
な
け
れ
ば
そ
れ
は
動
物
と
同
じ
で
あ
り
、
過

去
の
優
れ
た
武
士
た
ち
も
和
歌
の
嗜
み
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
人
情
を
理
解

す
る
た
め
に
も
和
歌
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る（

（6
（

。

こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
武
士
は
人
情
を
理
解
す
る
た
め
に
も
本
業
を
疎
か
に

し
な
い
程
度
に
、
和
歌
を
は
じ
め
情
趣
を
解
す
る
嗜
み
を
身
に
付
け
る
べ
き
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
『
下
学
老
談
』
は
、
和
歌
な
ど
を
通
じ

て
身
に
付
く
人
情
が
為
政
者
と
し
て
望
ま
し
い
在
り
方
、
つ
ま
り
は
民
衆
の
心
を

理
解
す
る
こ
と
で
よ
り
良
い
政
治
が
出
来
る
こ
と
に
繋
が
る
と
記
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
は
、「
納
涼
図
」
中
の
季
節
の
情
趣
を
味
わ
い
楽
し
む
境
地
は
、
当
時
の

武
士
た
ち
に
必
要
な
嗜
み
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
単
に
自
分
自
身
の
精
神
を
豊
か
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
情
の

機
敏
を
理
解
す
る
こ
と
で
よ
り
良
い
政
治
を
行
お
う
と
す
る
、
為
政
者
と
し
て
の

立
場
が
必
要
と
す
る
嗜
み
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
「
納
涼
図
」
と
は
、
夕
暮
れ
に
月
を
見
な
が
ら
涼
む
と
い
う
趣
深
い
境

地
に
よ
り
、
観
る
者
を
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
性
質
を
持
つ
こ
と
に
加
え
、
画
中
に

表
現
さ
れ
る
情
趣
を
解
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
為
政
者
と
し
て
望
ま
し
い
心
の

在
り
方
を
示
し
、
そ
れ
を
鍛
え
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
あ
り
た
い
と
願
う
情
景
を
描
き
自
ら
の
心
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
で
得
た
も
の
を
政
治
に
役
立
て
、
社
会
に
そ
の
利
益
を
還
元
し
よ
う
と
す
る
思

い
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
情
景
は
、
周
り

の
庶
民
的
な
情
景
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
品
位
を
持
つ
人
々
が
郊
外
の
風
景
の
中

で
情
趣
を
味
わ
う
、
非
現
実
的
な
も
の
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
何
故
「
納
涼
図
」

で
は
そ
う
し
た
光
景
を
描
き
出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る

わ
け
だ
が
、
そ
の
理
由
は
こ
の
「
情
趣
を
感
じ
る
こ
と
が
武
士
の
嗜
み
の
一
つ
で

あ
る
」
と
い
う
事
に
あ
ろ
う
。『
下
学
老
談
』
の
「
和
歌
を
嗜
み
物
情
を
察
す
べ

し
」
と
い
う
章
段
で
は
、
天
智
天
皇
の
和
歌
「
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ
」
に
対
し

て
、
そ
の
叡
慮
は
「
お
ぼ
え
ず
涙
も
こ
ぼ
れ
て
有
が
た
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
以
前
に
は
醍
醐
天
皇
・
仁
徳
天
皇
の
和
歌
に
対
し
て
も
触
れ
、
和
歌
の
中
で
天

皇
が
自
ら
を
民
衆
の
立
場
に
置
き
換
え
て
そ
の
心
情
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み

に
言
及
し
、
そ
れ
を
評
価
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
想
像
上
の
世
界
で
あ
っ
て
も
為
政
者
が
民
衆
と
同
じ
境
地
を
感
じ



122

よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
民
衆
の
人
情
の
理
解
が
よ
り
よ
く
進
む
と
い
う
考
え
方
が

存
在
す
る
の
で
あ
る
。「
納
涼
図
」
で
本
来
は
庶
民
の
家
族
と
し
て
描
か
れ
る
べ

き
所
が
、
画
中
で
は
品
位
あ
る
人
物
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ズ
レ
は
、

こ
う
し
た
思
想
の
も
と
、
為
政
者
（
武
士
）
側
が
庶
民
の
楽
し
み
を
理
解
し
、
そ

の
情
趣
を
感
じ
よ
う
と
画
中
の
人
物
に
自
己
を
投
影
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
起
き

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。画
中
に
描
か
れ
る
人
物
が
あ
ま
り
に
庶
民
的
す
ぎ
て
は
、

鑑
賞
者
で
あ
る
武
士
は
画
中
の
情
景
に
対
し
て
自
己
投
影
し
に
く
く
な
る
が
、
品

位
を
持
っ
た
表
現
を
施
す
こ
と
で
、
鑑
賞
者
は
よ
り
自
身
を
屏
風
中
の
人
物
と
同

一
視
し
や
す
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
「
納
涼
図
」
と
は
、
単
純
に
武
士
階
級
の
人
々
が
脱
俗
的
で
理
想
的
な

境
地
を
表
現
し
自
分
が
楽
し
む
も
の
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
為
政

者
た
る
自
分
を
庶
民
と
重
ね
合
わ
せ
て
そ
の
境
地
を
楽
し
む
こ
と
で
、
人
情
の
機

敏
や
物
事
の
情
趣
を
感
じ
取
り
、
政
治
を
行
う
上
で
役
立
つ
心
の
豊
か
さ
を
育
む

と
い
っ
た
所
ま
で
意
図
し
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（6
（

。
そ
れ
ゆ
え「
納
涼
図
」

の
世
界
は
、
鑑
賞
者
が
画
中
の
人
物
に
自
己
を
投
影
し
自
ら
の
精
神
を
豊
か
に
で

き
る
点
で
、
受
容
者
の
立
場
に
合
っ
た
望
ま
し
い
世
界
だ
と
言
え
る
。

そ
し
て
、
情
趣
を
解
し
て
人
情
を
知
る
こ
と
で
よ
り
良
い
政
治
を
行
お
う
と
す

る
思
想
は
、『
下
学
老
談
』
の
他
に
も
文
献
中
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
享
保

十
二
年
（
一
七
二
七
）
刊
『
田
舎
荘
子
』
巻
中
「
菜
瓜
夢
中
」
に
は
「
汝
が
ご
と

き
者
に
あ
や
ま
つ
て
国
政
を
執
し
め
ば
、
私
地
才
角
を
用
て
、
人
情
を
考
え
ず
、

さ
ま
ざ
ま
の
法
を
出
し
、
人
倦
み
、
民
つ
か
れ
て
、
は
て
は
乱
に
及
ぶ
べ
し
。」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
為
政
者
た
る
も
の
は
、
他
人
を
治
め

る
前
に
自
ら
を
律
し
、
人
民
を
従
え
る
際
に
は
人
情
を
弁
え
て
人
々
に
寄
り
添
っ

た
政
治
を
行
う
べ
き
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
点
に
関
係
し
て
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
武
士
の
あ
る
べ
き
姿
が
、
そ
れ
ま

で
の
時
代
に
比
べ
て
よ
り
道
徳
的
・
徳
義
的
に
な
り
、『
可
笑
記
』
が
武
士
の
あ

る
べ
き
姿
と
し
て
、嘘
を
つ
か
な
い
こ
と
・
無
礼
で
な
い
こ
と
・
高
慢
で
な
い
こ
と
・

主
君
へ
の
奉
公
を
十
分
に
す
る
こ
と
・
他
人
を
称
揚
す
る
こ
と
・
慈
悲
深
い
こ
と

な
ど
を
記
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
彼
ら
が
備
え
持
っ
て
い

た
儒
学
や
仏
教
、
和
歌
や
詩
作
な
ど
の
教
養
を
踏
ま
え
た
上
で
、
武
士
階
級
が
人

の
上
に
立
つ
役
人
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
始
め
た
時
代
背
景
に
合
わ
せ
て
、
武
士

の
理
想
形
が
変
化
し
た
結
果
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

（6
（

。

ま
た
、「
納
涼
図
」を
こ
う
し
た
枠
組
み
で
考
え
る
う
え
で
注
目
し
た
い
史
料
が
、

江
戸
時
代
初
期
に
刊
行
さ
れ
た
仮
名
草
子
『
他
我
身
の
上
』
で
あ
る（

（6
（

。『
他
我
身

の
上
』
の
「
至
楽
の
事
」
と
い
う
章
段
で
は
、
世
の
中
の
最
も
素
晴
ら
し
い
楽
し

み
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、町
人
の
よ
う
に
気
楽
な
立
場
で
あ
る
こ
と
・

身
体
が
健
康
で
あ
る
こ
と
・
清
貧
な
隠
逸
生
活
に
あ
る
こ
と
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
る
な
か
で
、「
心
の
楽
し
み
」
と
い
う
も
の
が
最
上
の
楽
し
み
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
心
の
楽
し
み
」
と
は
、「
ね
が
う
て
か
な
ふ
楽

し
み
を
こ
そ
、
よ
き
ね
が
ひ
と
も
申
す
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
自
分
の
立
場
に

合
っ
た
楽
し
み
を
持
ち
そ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
だ
と
示
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
納
涼
図
」
に
は
観
る
者
に
対
し
て
隠
逸
の
境
地
を
感
じ
さ
せ

る
と
い
う
よ
り
も
、
絵
画
を
通
じ
て
豊
か
に
な
っ
た
心
で
良
い
政
治
を
行
う
こ
と

が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
『
他
我
身
の
上
』
の
楽
し
み
に
関

す
る
考
え
方
と
関
連
さ
せ
る
と
、
隠
逸
の
よ
う
に
実
現
す
る
こ
と
の
難
し
い
、
身

の
程
に
合
わ
な
い
楽
し
み
の
境
地
を
描
い
た
作
品
で
は
な
く
、
武
士
と
し
て
の
責

務
と
密
接
に
結
び
付
き
、
自
ら
の
立
場
を
踏
ま
え
た
身
分
相
応
の
楽
し
み
を
表
現

し
た
も
の
だ
と
解
釈
で
き
る
。
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都
・
金
地
院
蔵
）
な
ど
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、『
林

羅
山
詩
集
』
中
の
画
賛
「
山
居
」
は
、「
人
事
世
情
渾
（
す
べ
）
て
関
わ
ら
ず
」
と
、

世
俗
か
ら
距
離
を
置
く
隠
者
的
な
境
地
を
表
現
し
て
い
る（

（6
（

。

こ
れ
ら
の
概
念
を
踏
ま
え
た
上
で
、
林
鵞
峰
書
「
富
士
石
記
」
を（

（7
（

、
狩
野
派
画

人
の
考
え
方
の
一
つ
を
示
す
史
料
と
し
て
確
認
し
た
い
。
こ
こ
に
は
探
幽
が
富
士

山
に
似
た
石
を
愛
で
た
こ
と
、
並
び
に
そ
の
石
に
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
に
表
わ
さ
れ
る
探
幽
の
思
想
に

暢
神
的
な
考
え
方
が
見
て
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
富
士
石
記
」
中
に
は
探
幽
が
「
之
を
眼
に
懸
け
て
、
之
を
胸
に
呑
み
、
之
を

心
に
得
て
、
之
を
手
に
応
ず
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
中
国
画
論
に
お
け
る
「
胸

中
の
邱
壑
」
の
考
え
方
が
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。「
胸
中
の
邱
壑
」

と
は
、
現
実
の
風
景
を
一
度
心
の
中
に
取
り
込
ん
で
内
面
化
し
、
そ
の
光
景
を
か

た
ち
と
し
て
の
絵
画
に
写
し
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
石
は
一
挙
と

い
え
ど
も
、
掌
に
置
き
、
坐
臥
し
て
之
を
愛
す
べ
し
」
と
も
あ
り
、
直
接
富
士
山

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
似
た
石
を
眺
め
る
こ
と
で
本
物
の
山
を
見
て
い
る

よ
う
に
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
と
記
さ
れ
る
。
加
え
て
、「
石
に
は
白
紋
有
り
。

而
し
て
点
点
片
片
た
り
。
若
し
在
五
を
し
て
之
を
見
せ
し
め
ば
、
則
ち
或
は
麑
斑

（
げ
い
は
ん
）
の
歌
を
唱
は
ん
や
。
今
探
幽
を
し
て
此
の
石
を
図
す
こ
と
を
試
さ

し
め
ば
、
則
ち
再
び
無
声
の
歌
を
聴
く
や
。」
と
い
う
文
に
つ
い
て
は
、
在
原
業

平
の
「
時
知
ら
ぬ
…
」
の
和
歌
と
探
幽
の
絵
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
蘇
軾
の
「
画

は
無
声
の
歌
、
詩
は
有
声
の
画
」
と
い
う
一
文
に
擬
え
、
詩
画
一
体
の
境
地
を
表

現
し
て
い
る
と
言
及
さ
れ
る（

（7
（

。

つ
ま
り
こ
こ
か
ら
は
、
探
幽
が
石
を
通
じ
て
心
を
富
士
山
に
遊
ば
せ
る
、
暢
神

の
境
地
に
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
写
生
で
は
な
く
、
一
度
心
の
中
で
風
景
を
再
構

成
し
た
上
で
表
現
す
る
方
法
や
、
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
場
所
を
描
き
、
そ
れ
を
家

２　
「
納
涼
図
」
の
位
置
づ
け

「
納
涼
図
」
と
い
う
作
品
に
お
い
て
、
画
中
の
人
物
に
自
己
を
投
影
し
現
実
を

越
え
た
境
地
を
味
わ
お
う
と
す
る
意
識
が
反
映
さ
れ
る
の
は
興
味
深
い
。
人
物
を

品
あ
る
姿
で
描
く
こ
と
で
、
鑑
賞
者
が
自
己
投
影
し
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
守
景
も
絵
が
持
つ
精
神
的
な
遊
興
や
そ
の
機
能
を
理

解
し
た
上
で
描
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
為
政
者
階
級
、
特
に
武
士
に
好
ま
れ
た
絵
画
に
は
大
き
く
分
け
て

鑑
戒
と
暢
神
の
二
つ
の
性
質
を
持
っ
た
も
の
が
存
在
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る（

（6
（

。
鑑

戒
と
は
自
ら
へ
の
戒
め
や
行
動
の
規
範
と
い
う
意
味
で
あ
り（

（6
（

、
転
じ
て
鑑
戒
画
と

は
見
る
も
の
に
対
し
て
自
律
を
促
し
行
動
の
手
本
と
す
る
役
割
を
持
っ
た
絵
画
の

こ
と
を
指
す
。
代
表
的
な
例
と
し
て
は
御
所
の
賢
聖
障
子
や
、
城
郭
の
障
壁
画
と

し
て
好
ま
れ
た
帝
鑑
図
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
鑑
戒
画
は
一
般
的
な
武

士
に
も
馴
染
み
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。『
錦
里
文
集
』中
の
一
文「
静
女
赤
心
の
図
」

は
木
下
順
庵
が
旗
本
・
天
野
長
重
の
依
頼
に
応
じ
て
記
し
た
画
賛
だ
が
、
そ
こ
に

は
こ
の
絵
を
通
じ
て
人
々
を
感
発
し
子
孫
の
勉
励
の
為
に
用
い
る
と
あ
り（

（6
（

、
実
際

に
武
家
階
級
の
人
々
が
絵
画
を
鑑
戒
の
た
め
に
使
用
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
暢
神
と
は
、
中
国
六
朝
時
代
の
画
家
・
宗
炳
が
著
し
た
『
画
山
水
序
』

で
「
神
（
精
神
）
を
暢
ば
す
」
と
表
現
さ
れ
る
境
地
で
あ
り（

（6
（

、
精
神
を
世
俗
の
束

縛
か
ら
解
い
て
伸
び
伸
び
と
自
由
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
画
山
水
序
』
に

は
、
目
で
山
水
を
見
て
そ
れ
を
心
で
認
識
す
る
時
に
は
、
山
水
に
宿
る
「
神
（
霊

気
）」
と
心
の
「
神
（
精
神
の
働
き
）」
が
感
応
し
て
、「
理
（
真
理
）」
を
会
得
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
山
水
画
を
前
に
音
楽
や
酒

を
楽
し
む
こ
と
で
、
世
俗
を
離
れ
ず
に
理
想
の
境
地
へ
と
精
神
を
遊
ば
せ
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
こ
そ
が
最
高
の
境
地
で
あ
る
と
記
さ
れ
る（

（6
（

。
日
本
で
も
こ
う
し
た

「
精
神
を
暢
ば
す
」
境
地
を
表
現
し
た
絵
画
は
制
作
さ
れ
、「
溪
陰
小
築
図
」（
京
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で
眺
め
る
こ
と
で
行
っ
た
よ
う
な
境
地
を
味
わ
う
、
と
い
う
山
水
画
の
「
臥
遊
」

の
考
え
方
を
、
探
幽
は
富
士
山
に
対
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る（

（7
（

。

さ
ら
に
「
富
士
石
記
」
は
、
探
幽
の
富
士
山
図
と
『
伊
勢
物
語
』
な
ど
に
も
収

め
ら
れ
る
業
平
の
和
歌
と
を
対
照
さ
せ
て
述
べ
て
い
る（

（7
（

。
こ
の
部
分
が
蘇
軾
を
典

拠
と
す
る
事
を
踏
ま
え
れ
ば
、
探
幽
の
富
士
山
は
業
平
が
和
歌
で
表
現
し
た
富
士

山
の
様
子
や
美
し
さ
を
絵
で
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
探
幽
の
富

士
山
図
は
、
暢
神
的
要
素
も
あ
り
な
が
ら
、
雪
交
じ
り
の
富
士
山
を
愛
で
る
と
い

う
日
本
的
な
情
景
美
を
表
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
よ
う
に
、
狩
野
派
で
「
暢
神
」「
臥
遊
」
と
い
う
中
国
由
来
の
画
論
が
意

識
さ
れ
、
そ
れ
が
山
水
画
だ
け
で
な
く
日
本
の
情
景
を
描
い
た
作
品
に
も
適
応
さ

れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
「
富
士
石
記
」
に
は
、
自
ら
足
を
運
ば
な
け
れ
ば

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
富
士
山
が
、
石
を
通
す
こ
と
に
よ
り
家
の
中
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
記
さ
れ
る
。
こ
こ
に
表
れ
る
、
石
を
通
じ
て
望
ま
し

い
世
界
を
体
験
で
き
る
と
い
う
構
造
は
、「
納
涼
図
」
が
観
る
者
に
と
っ
て
庶
民

生
活
を
擬
似
的
に
体
験
す
る
自
己
投
影
の
装
置
と
な
る
構
造
と
近
似
す
る
。

も
の
を
媒
介
と
し
て
現
実
を
越
え
た
境
地
を
味
わ
う
構
造
は
、
中
国
画
論
や
そ

れ
ま
で
に
中
国
・
日
本
で
制
作
さ
れ
て
き
た
暢
神
的
な
絵
画
が
持
つ
機
能
を
理
解

し
た
上
で
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
納
涼
図
」
が
二
曲
屏
風
と
い
う
形
式

を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
絵
が
持
つ
意
味
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
、
二
曲
屏
風
は
屏
風
と
鑑
賞
者
の
間
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
空
間
を
生
み
出
し
、
そ
こ
に
は
見
る
も
の
が
画
中
に
参
入
し
や
す
く
な
る
構
造

が
存
在
す
る
と
い
う
見
解
を
紹
介
し
た
。本
論
文
で
考
察
し
た
よ
う
に
、「
納
涼
図
」

が
画
中
に
自
己
を
投
影
し
よ
う
と
す
る
構
造
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
守
景
ま
た
は
依

頼
者
が
二
曲
屏
風
と
い
う
形
式
を
選
択
し
た
こ
と
は
、
外
と
内
の
空
間
を
分
け
画

中
の
世
界
と
融
合
し
や
す
く
な
る
と
い
う
点
で
、
十
分
納
得
が
い
く
。
こ
う
し
た

「
納
涼
図
」
の
持
つ
機
能
や
形
式
な
ど
の
要
素
か
ら
は
、「
納
涼
図
」
が
細
や
か
な

筆
勢
の
表
現
、
依
頼
者
た
る
武
士
階
級
へ
の
配
慮
、
中
国
画
論
を
根
底
に
お
い
た

絵
画
の
機
能
な
ど
、
守
景
が
狩
野
派
に
属
す
る
中
で
学
ん
だ
で
あ
ろ
う
技
術
が
大

き
く
発
揮
さ
れ
た
作
品
だ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
文
で
は
久
隅
守
景
筆
「
納
涼
図
屏
風
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
描
か

れ
る
情
景
な
ら
び
に
思
想
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
改
め
て
、
本
稿
で
提

示
し
た
内
容
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、「
納
涼
図
」
中
の
モ
チ
ー
フ
と
筆
致
、
二
曲
屏
風
と
い
う
形
態
に
つ
い

て
確
認
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
、
画
中
に
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
の
う
ち
、
人
物
の

姿
態
・
瓢
箪
・
月
・
小
屋
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
人
物
に
つ
い
て
、
男
性
の

姿
に
は
人
麿
像
な
ど
の
持
つ
叙
情
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
て
お
り
、
女
性
の
姿

に
は
子
を
育
て
る
母
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
考
察
し
た
。
ま

た
、
瓢
箪
に
つ
い
て
は
為
政
者
階
級
を
対
象
と
し
た
子
孫
繁
栄
の
イ
メ
ー
ジ
に
着

目
し
た
。
月
に
関
し
て
は
、
風
情
の
あ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
秋
の
月
で
あ

る
と
推
測
す
る
ほ
か
、
小
屋
に
つ
い
て
も
郊
外
に
見
ら
れ
た
質
素
な
家
屋
形
態
で

あ
る
と
確
認
し
た
。
以
上
の
点
よ
り
「
納
涼
図
」
と
は
、
一
家
が
都
市
部
か
ら
離

れ
た
地
で
、
月
を
愛
で
つ
つ
情
趣
を
感
じ
る
情
景
を
描
く
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

そ
し
て
、「
納
涼
図
」
が
描
く
情
景
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う

な
思
想
背
景
が
存
在
す
る
の
か
を
考
察
し
た
。「
納
涼
図
」
に
描
か
れ
る
情
趣
を

解
す
る
と
い
う
行
為
は
、
依
頼
者
で
あ
る
為
政
者
階
級
に
と
っ
て
武
士
の
嗜
み
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
情
趣
を
解
す
る
こ
と
で
人
情
を
理
解
し
良
い
政
治
を
行
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う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た「
納
涼
図
」

に
は
、農
村
風
景
の
中
に
気
品
の
あ
る
人
物
が
描
か
れ
る
と
い
う
ズ
レ
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
為
政
者
が
自
ら
庶
民
の
生
活
を
想
像
上
で
体
験
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
反

映
し
た
も
の
と
考
察
し
た
。
つ
ま
り
「
納
涼
図
」
と
は
、
現
実
に
は
不
可
能
な
隠

逸
的
な
生
活
を
願
う
も
の
で
は
な
く
、
描
か
れ
た
情
景
を
通
じ
て
自
ら
の
心
を
豊

か
に
し
、
よ
り
良
い
政
治
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
作
品
だ
っ
た
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

ま
た
林
鵞
峰
が
記
し
た
「
富
士
石
記
」
か
ら
は
、
探
幽
が
愛
蔵
す
る
富
士
山
に

似
た
石
と
、
富
士
山
を
描
い
た
絵
画
に
対
し
て
、「
胸
中
の
邱
壑
」「
臥
遊
」
の
精

神
で
臨
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
探
幽
自
身
が
富
士
山
と
い
う
日
本
的
な
画
題

に
対
し
て
、
暢
神
的
な
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
非
常
に
興
味
深
い
。

な
お
、
本
論
文
で
は
「
納
涼
図
」
の
類
似
作
品
を
複
数
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
ら
の

作
品
に
つ
い
て
も
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
と
い
う
機
能
面
を
考
察
す
る
こ
と

は
、
今
回
提
示
し
た
守
景
筆
「
納
涼
図
」
の
機
能
に
つ
い
て
よ
り
論
を
深
め
る
こ

と
に
繋
が
る
。
今
回
は
十
分
に
類
似
作
例
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
表
現
や
機
能
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど
、
今
度
の
課
題
と
し
て

い
き
た
い
。

本
論
文
で
提
示
し
た
「
心
の
楽
し
み
」
を
画
中
で
表
現
す
る
思
想
や
、「
富
士

石
記
」
が
示
す
よ
う
な
、
自
ら
の
理
想
的
な
境
地
を
画
中
に
表
現
し
現
実
の
し
が

ら
み
か
ら
抜
け
出
し
た
り
す
る
思
想
は
、
従
来
狩
野
派
の
絵
画
に
お
い
て
は
あ
ま

り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
他
作
品
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
側
面
か
ら
検
討
し

て
い
く
こ
と
は
、
狩
野
派
画
人
が
絵
画
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
、
当
時

の
人
々
が
狩
野
派
の
絵
画
に
対
し
て
何
を
望
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
考

察
を
す
る
端
緒
と
な
る
と
考
え
る
。

近
年
、従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
御
用
絵
師
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、も
っ

と
柔
軟
な
観
点
か
ら
狩
野
派
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
行
わ
れ
て
お
り（

（7
（

、

本
論
文
も
そ
う
し
た
傾
向
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
。
従
来
、「
納
涼
図
」

と
い
う
作
品
は
「
狩
野
派
ら
し
く
な
い
」、「
反
骨
的
な
画
家
で
あ
る
守
景
だ
か
ら

こ
そ
の
作
品
」
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

し
か
し
本
論
文
に
お
い
て
、「
納
涼
図
」
が
よ
り
良
い
治
世
を
目
指
す
た
め
の

心
を
豊
か
に
す
る
装
置
で
あ
っ
た
、
と
い
う
視
点
を
提
供
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

守
景
と
い
う
画
家
の
イ
メ
ー
ジ
並
び
に
狩
野
派
画
人
の
画
業
の
広
が
り
と
い
う
も

の
を
再
考
す
る
必
要
性
を
、
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
ま
た
、
近
年
の
研
究
で
は
守
景
の
家
族
や
パ
ト
ロ
ン
な
ど
、
周
辺
人
物
に

つ
い
て
の
考
察
も
行
わ
れ
て
お
り（

（7
（

、
改
め
て
守
景
の
伝
記
を
再
構
築
す
る
必
要
性

が
生
じ
て
い
る
。
今
回
、
紙
幅
の
関
係
で
守
景
の
伝
記
に
関
す
る
考
察
は
掲
載
で

き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま

た
本
論
文
で
は
、「
納
涼
図
」
の
受
容
層
を
武
士
と
想
定
し
て
考
察
を
行
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
人
々
が
守
景
作
品
を
受
け
入
れ
た
の
か
と
い
う
点
は
、
画
家
自
身
並

び
に
作
品
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
作
品
編
年
の
問
題
も

含
め
、
今
後
考
察
を
行
う
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

久
隅
守
景
研
究
に
お
い
て
、
御
用
絵
師
集
団
で
あ
っ
た
狩
野
派
の
中
で
反
骨
的

な
守
景
と
い
う
画
家
が
生
ま
れ
「
納
涼
図
」
の
よ
う
な
作
品
が
誕
生
し
た
、
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
は
魅
力
的
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
守
景
自
身
が
本
当
に
そ
う
し
た

イ
メ
ー
ジ
通
り
の
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
狩
野
派
と
い
う
集
団
が
ど
の
よ
う
な
絵

画
を
自
分
た
ち
が
描
く
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
問
い
直

す
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。
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別表　「夕顔の…」和歌に関する史料一覧

史料（括弧内出典） 本文 成立年代

『若狭少将勝俊朝臣集』
（『続群書類従　和歌部』第

十六輯上　続群書類従完成

会 1982 年）

夕顔のさける軒はの下すゝみおとこはてゝれめはふたの物

右天下至楽也。有誰
加 歟

如之。

寛永年間
（1624 ～ 1645）頃

『醒睡笑』
（『近代日本文学大系』第

二十二巻　国民図書株式会

社 1929 年）

客を得たり。とりあへずふるまひに、「源氏のお汁をせよ」と
こそいひつけけれ。珍らしき汁をくふべきやうに待ちゐたれ
ば、夕顔の汁なり。こはなにのゆゑに、源氏の御汁とはいふ
そや。」「源氏にはゆふがほのまきあればなり。」これこそやす
きもてなしとあんじ、宿に帰りて後、ふと客を見かけ、「飯を
申せ、お汁には源氏をせよ」とあり。汁の出くるまで待ちえず、

「何者を源氏のお汁とはいふぞ」と問はれ、「ふくべの汁の事
よ。」　夕顔の棚の下なるゆふすゝみ男はてゝら妻はふためし
ててゝらは膝だけある着物なり。ふためとはゆぐの短きをい
ふとや。

元 和 年 間（1615 ～
1624）の成立
寛 永 ５ 年（1628） に
京都所司代・板倉重
宗へ献呈

『牛馬問』
（『日本随筆大成』

第三期　第十巻　吉川弘文

館　1977 年）

○二布
ふんどし、今日本に用ゆるもの、中華の製と同じからず。本
草綱目に見へたり。扨婦女の着するは、女鼻褌〔割註〕 とも書。」
と書なり。脚布は一名なり。ユグ、ユモジとは、女中の替言
葉なり。又いやしきものは、布二幅にてする故に、フタノと
いふ。此事、ふるき事にや。万葉集に、
たのしみは夕顔棚のしたすゞみおとこはてゝら女は二布して
てゝらとは、襤褸とも鶉衣とも書てつゞれの事なり。又賀州
人は、襦袢の事をてゝらといふ。是其所の方言なり。

宝暦 5 年（1755）

『物類称呼』
（『物類称呼　岩波文庫』岩

波書店　1941 年）

繻半　じゆばん〇諸国ともにじばんと唱ふ　東国及西国にて
◯はだぎともいふ　関西にて◯はだつけともいふ　越中にて
◯はだこと云　北国及東奥の所々にて◯てゝらといふ
　今按に　てゝら　夏の日農民の業をつとむるに着る物也　
単にて丈ケみぢかく紐はありなしにてひら〱としたる物也　
又　どてらといふも　てゝら　といふ詞の転したるなりとい
へる人も侍れと　今　どてら　と呼物を見るにひとへなる服
にはあらず　わたを入たる布子となづくる物也　てゝらとい
ひ　どでら又つゞれなど云　是皆通音也　其制はかはり有て　
名は同し心ならんか　又小兒の繻伴を　肥前及土佐にて◯ち
んこといふ　万葉集の歌に
たのしみは夕顔たなの下すゝみおとこはてゝらめはふたのし
て

安永４年（1775）
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『絵本太功記』
（『新日本古典文学大系 94　

近松半二江戸作者浄瑠璃集』

岩波書店　1996 年）

詞に老女は打ゑみ。「ヲ、珍らしい嫁女孫嫁。はる〲の道よふ
こそ〱。去ながら忰光秀。当日二日本能寺にて。主君を害せ
し無法者。同じ館に膝ならぶるも。先祖の恥辱身の汚れと。
館を捨て此在所へ身退きし此婆を。見舞とはおこがましい。
善にもせよ悪にもせよ。夫に付が女の道。操の前は武智十兵
衛光秀が妻。そなたは又孫の十次郎光慶が嫁ではないか。生
死分らぬ戦場へ。趣く夫を打捨て浮世を捨てた姑に。孝行尽
すは道が違ふ。妻城に留つて。留主を守るが肝要ぞや。モウ
やもめ暮しの楽しみには。夕顔棚の下涼捨べき物は弓矢ぞ」と。

寛政 11（1799）

『了阿遺書』
（『新燕石十種』

第三巻　中央公論社　1981

年）

○たのしみは夕がほ棚の下すゞみ男はてゝら女はふたのして　　
此歌、世人みなとなへて、万葉集の歌とす、新井白峨が牛馬
問といへる書にさへ、万葉とてあげたり、万葉の詠ならぬは
論なし、されど、かくまで人のとなへ来れる歌なれば、必出
所はあるべきなれど、久しく疑ひをり、人にもかれ是問きゝ
しに、しるべなし、ある人の考には、中古連歌師などの附合
の事を説くとて、その席にのぞみて、新歌をみづから作りて、
何々の集にありなどいひ遁るゝ事あり、是をつかひ太刀とい
ひし由、此歌もかのつかひ太刀の、人の口に残れるならんと
いひしが、させる証ともなしがたし、此程或人の話に、無名
子随筆といふものをみしに、其中に霊山長嘯田舎にて、百姓
の夫婦、くり屋にひさごのなりたる下に、夕涼しけるを見て、
おもひてはひさごの下の夕すゞみ、てゝはてゝらに女はふた
のして、としるせり、其書の跋に、元文五年十月写レ之、東
里軒、とあり、是をとなへひがめて、人の伝しならむといひし、
いかにも此ざれ歌は、長嘯子の口つきときこへたれば、此説
にしたがふべし、

19 世紀前半

『松屋筆記』
（『松屋筆記』国書刊行会　

1908 年）

夕がほだなの下すゞみ　
又云万葉集に「たのしみは夕がほだなの下すゞみ夫はてゝれ
妻は二布して」てゝれとは下帯の事也此歌古よりいひ伝えた
れども万葉集に見えず又「誠とは汁かけめしを喰さして萩ば
しそへて出すをぞいふ」此歌も万葉には無之
後水尾院御歌「立さらて心のうちを住かへよ里のいほりも山
のかくれ家」小隠は山にかくれ大隠は市に隠るといふ心也云々

文化 15 年（1818）頃

『北窓瑣談』
（『日本随筆大成』

第二期　第十五巻

吉川弘文館

1974 年）

一 万葉集に、　楽しみは夕顔棚の下凉み爺はてゝらに妻はふ
たのして　此歌、誠にたのしみの真境を得たり。

文政 8 年（1825）
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『嬉遊笑覧』
（『日本随筆大成』別巻８　

吉川弘文館　1979 年）

たのしみは夕顔棚の下すゝみ男はてゝら女はふたのして　　
此歌はあまねく人のしりたる歌なれども何に出たるか未だ考
ず「和訓栞」にてゝれ綴の俗語なりともいへり、或は褌をよ
めり、今加賀人は綿絆をてゝらといふといへり、さりながら
此歌女の二布せむには男は褌にてあるべけれど、褌をてゝら
といふこと未詳「異本四季物語」七月条に、かやかふすぶる
賤の女もすゝけたるはだへあらはし、女も男もさゝやかなる
も、はぢかくしもやらでともにこぞりつどひて云々、此文な
どによりて彼歌は作りしにや。さゝやかなるもとは「和名抄」
にちいさきものといふに似たり

文政 13 年（1830）

『三養雑記』
（『日本随筆大成』第二期　

第六巻　吉川弘文館　1974

年）

○万葉集　夫木鈔　　鬼貫が独言に、いにしへは名所などに、
物をもてつくる句は、古歌にても古事にても、たしかなる証
拠なき句は、つけさせ侍らず。（中略）近きころまでも万葉集
と夫木鈔は、世に見ぬ人も多かればにや。その集になきをい
ひ伝へたるもまゝあり。今そのひとつをいはゞ、楽みは夕が
ほ棚の下すゞみをとこはてゝらめはふたのして　といふを万
葉集の歌とし、

天保 10 年（1839）

『三省録』
（『日本随筆大成』第二期　

巻十六　吉川弘文館　1974

年）

また曰、下紐の事、堂上の上臈の上袴、下袴二ッ着する事なり。
（中略）女の前をおほふには、布二幅にする故、二布といふ。
ある古歌に、たのしみはゆふがほ棚のした涼みおとこはてゝ
ら女はふたのして　　てゝらは襤褸とかくなり。つゞれの事
なり。忍曰、女のまへを覆ふものを湯もじといふ。むかし女
は湯に入るにも前をあらはさず。此ものをもてこしにまとひ
ておほひ、湯あみせしとぞ。またてゝらは今俗にドテラとい
ふなり。

天保 14 年（1843）

『雉岡随筆』
（『日本随筆大成』第二期　

巻六　吉川弘文館　1974年）

北窓瑣談に曰、万葉集に、楽しみは夕顔棚の下すゞみ爺はてゝ
らに妻はふたのして　此歌、誠にたのしみの真境を得たり。
とあり。此歌、万葉になし。もとより其体も後世風なるを、
何とてかくいわれけむ。かつ此歌の情をも聞知られざりけり。
是は試にいはゞ、高官にある人、公事につきて何事か我おも
ふやうにならぬ事ありて、夫を憤り心に辛苦多かるにつきて、
高官にあるは却而辛苦多し。彼賎しき人の思ふ事なきにはし
かずといはれたるにて、かくいひてしばし憤りを慰められた
るなるべし。是猶公事に心を用ひられしよりの事にて、夕顔
棚の下涼みを、我境界として楽しといへるにはあらずかし。
さて又、夕顔棚の下涼みを、楽の真境を得たりといへるも、
いかゞあらむ。楽みは人々其身の分に応じたるものなるべし。
官人は政を楽みとすべし。武士は国を守護するを楽みとすべ
し。（続）

安政 5 年（1858）
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『雉岡随筆』 （承前）農は田地作るを楽みとし、匠は家作るを楽しとし、医
は病を療するを楽しとすべし。普く天下のものへかけて、人
も鳥獣も虫も草木も楽しとすべしといふべきは、古語拾遺に、
天照大御神の岩屋戸より出給ふ所に、あな楽しとある是也。
今毎日、朝日の出給ふに対ふばかり楽しき事はあらじ。夕顔
棚の下涼みを楽しとするは、猶彼道家などの意をまぬかれず
かし。

安政 5 年（1858）

『囲炉裡譚』
（『新修橘曙覧全集』桜楓社 

1983 年）

「楽みはゆふがほだなの下すずみ、男はててら女はふたのして」
といふ歌を、或人いたうかんじて、こは誰も知たるざれ歌な
るが、詞がらの優ならぬは、うちやりおきて、心ばへのをか
しさ、真心うちあかしたる楽みこの上やはあるべき。此さま
を絵にかかせてつね見まほしく、年ごろおもへるものから、
然るべき絵師のあらざれば、思ふのみにてうちすぐしけるを、
此ごろ人の物語に聞つることにこそ有れ。此図名だたる久隅
守景のものせしが、さる家に持伝へたるを見けりと謂ふ。さ
てこそ我が思ふにかなへる物には有けれ。いかで其絵己が物
にせまほしく、思ひあこがるれど、此もちぬしはた、えはな
ちがたくすなるよしなり。いかがはせむとわびて語りたる事
ありき。其ほどに余思へらく、是歌の心ばへ足ことを知えた
る境に入し楽みを、をかしくいひたるものなり。こればかり
のありさまは、誰も得易き楽みなるべけれど、人みなはるか
なるものにおもひうとんずるもことわり、身の分を能まもり、
自ら足れりとする心、なまじひなるらむ限りは、この娯み知
りえがたきのみならず、かへりて憂き事にぞ思ひなさるめる。
かかればこそ人はその憂にたえずともろこしのよき人もいは
れては有けめ。此ある人はた味知り顔に畏くいひつつも、凡
ならぬ画工の筆のあとに心うばはれ、無き手を出して、人の
物ほしがるを見れば、この楽みの臭を、かがまほしうするの
みにこそあれ。まことには、夕がほも下部して棚かかせ、己
は文紗のててらを着、妻には羅のふたのまとはせて、下納凉
をもものすらむ人にや有らむと、腹をよりて笑はれけるかし。

慶応 3 年（1867）頃
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註（
１
）　

久
隅
守
景
ま
た
そ
の
家
系
に
関
す
る
主
な
史
料
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

『
古
画
備
考
』
巻
四
十
二　

狩
野
門
人
譜　

（
太
田
謹
増
訂
『
古
画
備
考
』
吉
川
弘
文
館
一
九
一
二
年
）

久
隅
半
兵
衛
守
景　
　

号
無
下
斎
、
又
一
陳
翁
、
又
棒
印
、
室
は
神
足
常
庵
女
、
守
信

外
姪
也

『
扶
桑
画
人
伝
』（『
扶
桑
画
人
伝
』
阪
昌
員
一
八
八
八
年
）

守
景　

久
隅
氏
名
は
守
景
一
陳
又
無
礙
斎
の
号
あ
り
。
京
師
に
住
す
。
通
称
半
兵
衛
と

云
ふ
。
狩
野
探
幽
の
門
に
入
り
て
画
を
学
ぶ
事
年
久
り
し
て
遂
に
師
の
筆
意
を
得
た
り

又
雪
舟
の
画
す
る
所
を
慕
ひ
て
偏
へ
に
墨
画
を
巧
に
す
。
其
趣
き
師
の
探
幽
も
能
た
ひ

ざ
り
と
い
へ
り
。
況
や
他
に
於
て
お
や
。
其
遺
蹟
を
見
る
に
筆
力
壮
健
に
し
て
墨
色
軽

薄
な
ら
ず
。晩
年
茶
を
藤
村
庸
軒
に
学
ん
で
点
茶
の
道
に
入
り
清
寂
の
意
を
楽
し
め
り
。

是
よ
り
し
て
画
も
益
々
雅
朴
に
し
て
奇
な
り
。
時
に
庸
軒
八
十
六
の
像
を
画
て
、
庸
軒

自
ら
其
上
に
賛
す
二
幅
あ
り
て
今
世
上
あ
り
。
其
他
武
者
の
像
に
至
り
て
は
土
佐
光
信

の
図
の
如
し
運
筆
自
由
な
り
。
風
流
を
好
む
の
人
々
に
は
深
く
守
景
の
画
を
愛
観
し
て

止
ま
ず
。
実
に
探
幽
の
門
人
中
の
一
傑
な
り
。
恰
も
雪
舟
の
門
に
秋
月
あ
る
が
如
し
。

元
禄
年
中
に
没
す
。
明
治
十
六
年
迄
凡
二
百
年
。

『
燕
台
風
雅
』（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
録
の
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
本
よ
り
筆
者
が
翻
刻
）

又
狩
野
守
景
有
り
。
本
姓
久
隅
、
通
名
半
兵
衛
、
無
下
斎
と
号
す
。
江
都
処
士
に
し
て

本
藩
に
凡
そ
六
年
仕
う
。
今
枝
小
幡
二
氏
に
主
し
、
坊
正
片
岡
孫
兵
家
に
饗
け
ら
る
。

此
の
時
画
体
未
だ
明
清
に
倣
わ
ず
、
顓
（
も
っ
ぱ
）
ら
狩
野
の
一
流
に
止
む
。
守
景
の

画
才
颷
発
（
ひ
ょ
う
は
つ
）
に
し
て
守
株
を
事
と
せ
ず
。
山
水
の
如
き
に
卓
軼
（
た
く

い
つ
）
す
。

『
古
画
備
考
』
巻
四
十
二　

狩
野
門
人
譜

女
雪
信

女
雪
信
は
神
足
常
庵
孫
子
也
、
探
幽
に
は
姪
女
孫
也
、
行
年
四
拾
ニ
て
、
天
和
二
年
四

月
廿
九
日
死
、
探
幽
妹
は
、
常
庵
が
妻
也
、
其
子
に
女
子
あ
り
、
久
隅
半
兵
衛
が
妻
と

な
る
、
其
子
女
子
也
、
雪
信
清
原
氏
を
称
す
、

『
古
画
備
考
』
巻
四
十
二　

狩
野
門
人
譜

池
田
幽
石
守
郷

後
に
探
幽
、
久
隅
半
兵
衛
守
景
の
女
を
養
女
と
な
し
て
、
幽
石
に
娶
す
、
幽
石
、
探
幽

に
は
縁
父
の
続
な
り

（
２
）　

滋
賀
・
聖
衆
来
迎
寺
に
伝
来
す
る
史
料
の
う
ち
、「
来
迎
寺
要
書
」（
延
宝
年
間
の
成
立
）

に
は
客
殿
な
ら
び
に
障
壁
画
は
寛
永
十
五
年
か
ら
十
六
年
に
完
成
し
た
と
記
さ
れ
る
が
、

「
来
迎
寺
年
代
記
」
に
は
障
壁
画
の
完
成
は
寛
永
十
九
年
の
こ
と
だ
と
あ
る
。（「
聖
衆
来

迎
寺
年
表
」『
特
別
展　

聖
衆
来
迎
寺
』
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館　

一
九
八
四
年
）

（
３
）　

吉
沢
忠
「
守
景
の
一
面　

―
夕
顔
棚
納
涼
図
を
中
心
に
」（『
国
華
』
七
四
三
号　

一
九
五
四
年
）

（
４
）　

岡
本
聡
「
其
角
俳
文
に
お
け
る
長
嘯
子
受
容
」（「
国
語
国
文
」
八
二
〇
号　

二
〇
〇
〇

年
）pp.29-30

（
５
）　

武
田
恒
夫
・
松
永
伍
一
『
水
墨
画
の
巨
匠　

第
五
巻　

探
幽
・
守
景
』
一
九
九
四
年 

pp.86-87

、
久
野
幸
子
「
久
隅
守
景
筆
『
夕
顔
棚
納
涼
図
』
に
描
か
れ
た
瓢
箪
に
関
す
る

一
試
論
」
二
〇
〇
六
年 pp.81-82

（
６
）　

二
曲
屏
風
の
登
場
は
お
よ
そ
十
六
世
紀
頃
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
安
村
敏
信
「
屏
風

の
形
と
構
図
」『
日
本
美
術
全
集
第
十
八
巻　

宗
達
と
光
琳
』
講
談
社　

一
九
九
〇
年
）、

江
戸
時
代
に
入
る
と
作
例
や
文
献
で
の
登
場
例
が
頻
出
す
る
。『
隔
蓂
記
』
寛
永
二
十
年

（
一
六
四
四
）
四
月
十
七
日
条
に
は
探
幽
が
後
水
尾
天
皇
の
御
前
で
「
二
枚
屏
風
」
を
描

い
た
と
記
さ
れ
る
ほ
か
、『
松
平
大
和
守
日
記
』
に
は
著
者
で
あ
る
松
平
直
矩
が
二
曲
屏

風
を
発
注
す
る
様
子
が
度
々
記
さ
れ
る
。

（
７
）　

泉
万
里
「
爛
柯
の
時
」（『
寛
永
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
『
隔
蓂
記
』
の
世
界
』
思
文

閣
出
版　

一
九
九
八
年
）pp.145-148

（
８
）　
『
囲
炉
裡
譚
』（『
新
修
橘
曙
覧
全
集
』
桜
楓
社 

一
九
八
三
年
）

「
楽
み
は
ゆ
ふ
が
ほ
だ
な
の
下
す
ず
み
、
男
は
て
て
ら
女
は
ふ
た
の
し
て
」
と
い
ふ
歌
を
、

或
人
い
た
う
か
ん
じ
て
、
こ
は
誰
も
知
た
る
ざ
れ
歌
な
る
が
、
詞
が
ら
の
優
な
ら
ぬ
は
、
う

ち
や
り
お
き
て
、
心
ば
へ
の
を
か
し
さ
、
真
心
う
ち
あ
か
し
た
る
楽
み
こ
の
上
や
は
あ
る
べ

き
。
此
さ
ま
を
絵
に
か
か
せ
て
つ
ね
見
ま
ほ
し
く
、
年
ご
ろ
お
も
へ
る
も
の
か
ら
、
然
る
べ

き
絵
師
の
あ
ら
ざ
れ
ば
、
思
ふ
の
み
に
て
う
ち
す
ぐ
し
け
る
を
、
此
ご
ろ
人
の
物
語
に
聞
つ

る
こ
と
に
こ
そ
有
れ
。
此
図
名
だ
た
る
久
隅
守
景
の
も
の
せ
し
が
、
さ
る
家
に
持
伝
へ
た
る

を
見
け
り
と
謂
ふ
。
さ
て
こ
そ
我
が
思
ふ
に
か
な
へ
る
物
に
は
有
け
れ
。
い
か
で
其
絵
己
が

物
に
せ
ま
ほ
し
く
、
思
ひ
あ
こ
が
る
れ
ど
、
此
も
ち
ぬ
し
は
た
、
え
は
な
ち
が
た
く
す
な
る

よ
し
な
り
。
い
か
が
は
せ
む
と
わ
び
て
語
り
た
る
事
あ
り
き
。
其
ほ
ど
に
余
思
へ
ら
く
、
是

歌
の
心
ば
へ
足
こ
と
を
知
え
た
る
境
に
入
し
楽
み
を
、
を
か
し
く
い
ひ
た
る
も
の
な
り
。
こ

れ
ば
か
り
の
あ
り
さ
ま
は
、
誰
も
得
易
き
楽
み
な
る
べ
け
れ
ど
、
人
み
な
は
る
か
な
る
も
の

に
お
も
ひ
う
と
ん
ず
る
も
こ
と
わ
り
、
身
の
分
を
能
ま
も
り
、
自
ら
足
れ
り
と
す
る
心
、
な

ま
じ
ひ
な
る
ら
む
限
り
は
、
こ
の
娯
み
知
り
え
が
た
き
の
み
な
ら
ず
、
か
へ
り
て
憂
き
事
に

ぞ
思
ひ
な
さ
る
め
る
。
か
か
れ
ば
こ
そ
人
は
そ
の
憂
に
た
え
ず
と
も
ろ
こ
し
の
よ
き
人
も
い

は
れ
て
は
有
け
め
。
此
あ
る
人
は
た
味
知
り
顔
に
畏
く
い
ひ
つ
つ
も
、
凡
な
ら
ぬ
画
工
の
筆
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の
あ
と
に
心
う
ば
は
れ
、
無
き
手
を
出
し
て
、
人
の
物
ほ
し
が
る
を
見
れ
ば
、
こ
の
楽
み
の

臭
を
、
か
が
ま
ほ
し
う
す
る
の
み
に
こ
そ
あ
れ
。
ま
こ
と
に
は
、
夕
が
ほ
も
下
部
し
て
棚
か

か
せ
、
己
は
文
紗
の
て
て
ら
を
着
、
妻
に
は
羅
の
ふ
た
の
ま
と
は
せ
て
、
下
納
凉
を
も
も
の

す
ら
む
人
に
や
有
ら
む
と
、
腹
を
よ
り
て
笑
は
れ
け
る
か
し
。

（
９
）　

註
３
吉
沢
氏
論
文
。

（
10
）　

註
３
吉
沢
氏
論
文
、
吉
沢
忠
「
久
隅
守
景
筆
夕
顔
棚
納
涼
図
再
論
」（『
国
華
』

一
〇
〇
四
号　

一
九
七
七
年
）、
小
林
忠
・
榊
原
悟
『
日
本
美
術
絵
画
全
集
十
六　

守

景
／
一
蝶
』
集
英
社　

一
九
八
二
年
、
註
５
久
野
氏
論
文
、
松
嶋
雅
人
『
日
本
の
美
術

四
八
九　

久
隅
守
景
』
至
文
堂　

二
〇
〇
七
年
、村
瀬
博
春
「
久
隅
守
景
の
画
業　

―
《
納

涼
図
》
へ
の
道
」（『
久
隅
守
景
展　

―
加
賀
で
開
花
し
た
江
戸
の
画
家
―
』
石
川
県
立
美

術
館　

二
〇
〇
九
年
）、
松
嶋
雅
人
「『
納
涼
図
』
の
ひ
み
つ
ー
守
景
の
ま
な
ざ
し
の
真

実
」（『
逆
境
の
絵
師　

久
隅
守
景　

親
し
き
も
の
へ
の
ま
な
ざ
し
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館 

二
〇
一
五
年
）。

（
11
）　

註
４
岡
本
氏
論
文
。pp.29-30

（
12
）　

武
田
恒
夫
『
日
本
絵
画
と
歳
時　

景
物
画
史
論
』
ぺ
り
か
ん
社　

一
九
九
〇
年

pp.124-127

（
13
）　

飯
島
勇
「
久
隅
守
景
の
人
と
藝
術
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』
第
二
十
四
号　

一
九
五
三
年
）

p25

、内
山
淳
一
「
守
景
の
風
景
―
『
四
季
耕
作
図
』
と
『
納
涼
図
』
が
語
る
も
の
―
」（『
国

華
』
第
一
四
四
二
号　

二
〇
一
五
年
）p18

（
14
）　

註
10
小
林
・
榊
原
氏
共
著
。p104

、武
田
恒
夫「〔
こ
の
一
枚
〕夕
顔
棚
遊
楽
図
屏
風
」（
武

田
恒
夫
、
松
永
伍
一
『
水
墨
画
の
巨
匠　

第
五
巻　

探
幽
・
守
景
』
講
談
社　

一
九
九
四

年
）p89

、
註
10
松
嶋
氏
論
文p22

。

（
15
）　

註
10
松
嶋
氏
著
書
。
こ
の
松
島
氏
の
解
釈
は
、
守
景
や
そ
の
家
族
の
伝
記
考
察
な
ど
と

も
関
係
す
る
。
改
め
て
、
守
景
の
伝
記
考
察
を
行
う
別
稿
で
も
言
及
し
た
い
。

（
16
）　

註
３
吉
沢
氏
論
文
。pp.39-40

（
17
）　

註
10
小
林
・
榊
原
氏
共
著
。p105

（
18
）　

榊
原
悟「
久
隅
守
景
の
落
款
印
章
を
め
ぐ
っ
て　

―
作
品
編
年
の
た
め
の
一
試
案
」（「
群

馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
」
第
二
一
号　

二
〇
〇
〇
年
）

（
19
）　

島
尾
新「
柿
本
人
麿
像
に
お
け
る『
か
た
ち
』と『
意
味
』」（『
人
の〈
か
た
ち
〉人
の〈
か

ら
だ
〉
東
ア
ジ
ア
美
術
の
視
座
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所　

一
九
九
四
年
）pp.230-

232

（
20
）　

三
浦
敬
任
「
中
世
柿
本
人
麿
像
の
図
様
の
成
立
に
つ
い
て
―
常
盤
山
文
庫
本
・
京
都
国

立
博
物
館
本
を
中
心
に
―
」（「
美
術
史
学
」
第
三
十
八
号　

二
〇
一
七
年
）pp.70-79

（
21
）　
『
柿
本
人
麿
像
』（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）（
図
15
）
の
画
賛
は
、
以
下
の
通
り
。

「
和
歌
之
仙　

受
性
于
天
／
其
才
卓
尓　

其
鋒
森
然
／
三
十
一
字　

詞
華
露
鮮
／
四
百
餘
歳　

来
葉
風
伝
／
斯
道
宗
匠　

我
朝
前
賢
／
湿
而
無
滓　

鑚
之
弥
堅
／
鳳
毛
少
彙　

麟
角
猶
専
／

已
謂
独
歩　

誰
敢
比
肩
／
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
／
浦
の
あ
さ
露
に
／
嶋
か
く
れ
ゆ
く
／
ふ
ね

を
し
ぞ
思
」

（
22
）　
『
寛
文
拾
二
年
正
月
十
七
日
明
石
浦
人
丸
社
千
句
』（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）

（
23
）　
『
椎
の
葉
』（
岸
上
質
軒
『
紀
行
文
集 

続
』
博
文
館 

一
九
〇
九
年
）

（
24
）　
「
卯
辰
紀
行
（
別
名
、
芳
野
紀
行
、
笈
の
小
文
）」（
与
謝
野
寛
『
日
本
古
典
全
集　

芭

蕉
全
集　

前
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会　

一
九
二
五
・
二
六
年
）

（
25
）　
『
月
賦
』（
菊
池
晩
香
編
『
漢
試
関
鍵
』
早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
〇
四
年
）

（
前
略
）
歌
曰
。
美
人
邁
兮
音
塵
闕
。
隔
千
里
兮
共
明
月
。
臨
風
歎
兮
将
焉
歇
。　

川

路
長
兮
不
可
越
。

（
26
）　

余
田
充「
光
源
氏
、須
磨
、明
石
の
月
―『
淡
路
島
の
月
』を
中
心
に
」（『
四
国
大
学
紀
要
』

二
〇
一
六
年
）pp.108-111

。
併
せ
て
、
日
本
に
お
け
る
月
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
寄
与
し

た
和
歌
と
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
に
収
録
さ
れ
る
阿
部
仲
麻
呂
の
「
天
の
原
ふ
り
さ
け

み
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
で
し
月
か
も
」
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
和
歌
は
一
部
形

を
変
え
て
『
土
佐
日
記
』
に
も
収
録
さ
れ
、
共
に
望
郷
の
念
を
表
現
し
た
も
の
と
解
釈
さ

れ
る
。
月
の
浮
か
ぶ
夜
に
目
の
前
に
無
い
現
実
を
越
え
た
境
地
を
詠
む
様
子
は
、
本
論
文

に
て
述
べ
た
所
と
も
共
通
し
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
27
）　
『
貞
丈
雑
記
』
巻
十
五　

言
語
之
部
（『
改
訂
増
補　

故
実
叢
書　

貞
丈
雑
記
』 

明
治
図

書
出
版 

一
九
九
三
年
）

一　

か
し
こ
ま
る
と
云
は
お
そ
る
ゝ
事
也
貴
人
主
人
の
威
勢
を
お
そ
る
ゝ
心
也
畏
の
字

を
か
し
こ
ま
る
と
も
お
そ
る
ゝ
と
も
よ
む
也
畏
入
候
な
ど
ゝ
云
文
言
古
き
状
に
あ

る
も
此
心
也
今
時
ひ
ざ
ま
づ
く
事
を
か
し
こ
ま
る
と
云
も
貴
人
を
お
そ
れ
つ
ゝ
し

み
て
座
す
る
心
也
心
得
た
る
と
い
ふ
事
を
も
か
し
こ
ま
る
と
い
ふ
是
も
貴
人
の
仰

を
お
そ
れ
謹
み
て
心
得
承
知
す
る
を
云
也
今
世
ひ
ざ
を
折
り
て
正
し
く
座
す
る
を

か
し
こ
ま
る
と
い
ふ
は
か
し
こ
ま
り
座
す
る
と
云
心
也
貴
人
を
う
や
ま
ひ
お
そ
れ

て
座
す
る
也
正
座
の
事
を
か
し
こ
ま
る
と
お
も
ふ
は
非
な
り

（
28
）　
『
女
重
宝
記
』　
（『
調
査
資
料
一
二
二　

翻
刻　

女
重
宝
記
・
男
重
宝
記
』
日
本
私
学
教

育
研
究
所 

一
九
八
五
年
）

四　

女
し
が
物
か
た
り
〈
な
ら
び
に
〉
諸
げ
い
の
事

女
中
の
た
し
な
み
て
よ
き
こ
と
ど
も
あ
ら
ま
し
書
つ
け
侍
る

お
や
に
か
う
〱
の
事　

し
う
と
め
に
不
幸
の
事　

夫
を
う
や
ま
ふ
事　

ま
ゝ
子
を
に
く

む
事   

色
ふ
か
き
事　

り
ん
き
ふ
か
き
事　

大
口
い
ふ
事　

男
ま
じ
ら
い
の
事　

大
さ

け
の
む
事　

大
食
く
ふ
事　

た
ば
こ
の
む
事　

小
う
た
う
た
ふ
事　

喰
物
に
さ
も
し
き

事　

し
ば
い
す
き
の
事　

あ
さ
ね
の
事　

よ
く
ふ
か
き
事　

し
わ
き
事　

け
ん
ど
ん
な

る
事　

人
ご
と
い
ふ
事　

詞
お
ほ
き
事　

は
ら
た
つ
る
事　

い
ぶ
り
な
る
事　

人
の
物

け
な
す
事　

じ
ま
ん
が
ほ
の
事　

ゑ
が
ほ
の
事　

か
た
ぬ
ぐ
事　

ち
か
ら
わ
ざ
の
事

此
外
よ
ろ
し
き
事
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
事
え
ら
び
わ
き
ま
へ
あ
さ
ゆ
ふ
に
心
か
け
た
し
な
ひ
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冬
十
月
に
、
宮
の
北
の
郊
原
を
掘
り
て
、
南
の
水
を
引
き
て
西
の
海
に
入
る
。
因
り
て
其

の
水
を
號
け
て
堀
江
と
曰
ふ
。
又
将
に
北
の
河
の
澇
を
防
か
む
と
し
て
、茨
田
堤
を
築
く
。

是
の
時
に
、
両
処
の
築
か
ば
乃
ち
壊
れ
て
塞
ぎ
難
き
有
り
。
時
に
天
皇
、
夢
み
た
ま
は
く
、

神
有
し
ま
し
て
誨
へ
て
曰
し
た
ま
は
く
、「
武
蔵
人
強
頸
・
河
内
人
茨
田
連
衫
子
〈
衫
子
、

此
を
ば
莒
呂
母
能
古
と
云
ふ
。〉
二
人
を
、
以
て
河
伯
に
祭
ら
ば
、
必
ず
塞
ぐ
こ
と
獲
て

む
」
と
の
た
ま
ふ
。
則
ち
二
人
を
覓
ぎ
て
得
つ
。
因
り
て
、
河
伯
に
禱
る
。
爰
に
強
頸
、

泣
ち
悲
び
て
、
水
に
没
り
て
死
ぬ
。
乃
ち
其
の
堤
成
り
ぬ
。
唯
し
衫
子
の
み
は
全
匏
両
箇

を
取
り
て
、
塞
き
難
き
水
に
臨
む
。
乃
ち
両
箇
の
匏
を
取
り
て
、
水
の
中
に
投
れ
て
、
請

ひ
て
曰
は
く
、「
河
神
、
祟
り
て
、
吾
を
以
て
幣
と
せ
り
。
是
を
以
て
、
今
吾
、
来
れ
り
。

必
ず
我
を
得
む
と
欲
は
ば
、
是
の
匏
を
沈
め
て
な
泛
せ
そ
。
則
ち
吾
、
真
の
神
と
知
り
て
、

親
ら
水
の
中
に
入
ら
む
。
若
し
匏
を
沈
む
る
こ
と
得
ず
は
、
自
づ
か
ら
に
偽
の
神
と
知
ら

む
。
何
ぞ
徒
に
吾
が
身
を
亡
さ
む
」
と
い
ふ
。
是
に
、
飄
風
忽
に
起
り
て
、
匏
を
引
き
て

水
に
没
む
。
匏
、
浪
の
上
に
転
ひ
つ
つ
沈
ま
ず
。
則
ち
潝
潝
に
汎
り
つ
つ
遠
く
流
る
。
是

を
以
て
、
衫
子
、
死
な
ず
と
雖
も
、
其
の
堤
亦
成
り
ぬ
。
是
、
衫
子
の
幹
に
因
り
て
、
其

の
身
亡
び
ざ
ら
く
の
み
。
故
、
時
人
、
其
の
両
処
を
号
け
て
、
強
頸
断
間
・
衫
子
断
間
と

曰
ふ
。

（
34
）　

網
野
善
彦
・
大
西
廣
・
佐
竹
昭
広
『
い
ま
は
昔　

む
か
し
は
今　

第
一
巻　

瓜
と
龍
蛇
』

福
音
館
書
店　

一
九
八
九
年

（
35
）　

野
崎
誠
近
『
吉
祥
図
案
解
題
：
支
那
風
俗
の
一
研
究
』
平
凡
社　

一
九
七
〇
年

（
36
）　

日
高
薫
「
文
様
十
二
ヶ
月
（
七
月
）
瓢
箪
」（「
孤
峰
：
江
戸
千
家
の
茶
道
」
四
十
（
七
）

二
〇
一
八
年
）pp.8-9

（
37
）　

宮
崎
法
子
「
中
国
花
鳥
画
の
意
味
（
下
）
―
藻
魚
図
・
蓮
池
水
禽
図
・
草
虫
図
の
寓
意

と
受
容
に
つ
い
て
ー
」（「
美
術
研
究
」
三
六
四
号　

一
九
九
六
年
）pp.24-25

（
38
）　
『
錦
里
文
集
』「
瓜
」（『
錦
里
文
集
』
国
書
刊
行
会 

一
九
八
二
年
）

邵
園
邵
国
蔓
條
連
る
。
味
は
勝
る
華
山
の
玉
井
蓮
。
蒼
玉
新
を
摘
て
田
に
履
を
納
れ
。
水

晶
冷
を
嚼
で
雲
煙
を
浮
ぶ
。
豈
徒
に
口
腹
珍
味
を
貪
ら
ん
や
。
更
に
廟
廊
に
薦
め
て
竹
籩

に
盛
る
。
安
ん
ぞ
詩
人
を
得
て
大
雅
に
賡
し
。
聖
世
を
称
揚
し
て
綿
綿
を
頌
へ
ん
。

（
39
）　

な
お
子
孫
繁
栄
と
し
て
の
瓢
箪
・
瓜
の
イ
メ
ー
ジ
と
関
係
し
て
、
瓜
に
は
病
気
平
癒
や

長
寿
延
命
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
も
付
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
文
献
か
ら
窺
え
る
。『
醒
睡

笑
』
巻
一
「
和
州
よ
り
…
」
の
章
段
で
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
が
病
に
倒
れ
た
と
き
天
人
の

運
ん
だ
瓜
を
食
べ
る
こ
と
で
健
康
を
取
り
戻
し
た
説
話
が
記
さ
れ
る
ほ
か
、『
林
羅
山
詩

集
』
巻
五
十
八
の
「
絺
綌
巾
瓜
」
で
羅
山
は
瓜
を
「
安
期
生
（
中
国
・
秦
代
に
長
寿
で
有

名
だ
っ
た
人
物
）
の
仙
棗
」
だ
と
述
べ
て
い
る
。

（
40
）　
『
佐
賀
鍋
島
藩
の
美
術
』
佐
賀
県
立
美
術
館　

二
〇
〇
二
年　

（
41
）　

百
工
比
照
は
作
品
に
付
属
し
て
い
る
札
紙
に
記
さ
れ
た
墨
書
か
ら
以
前
ど
の
場
所
で
使

用
さ
れ
て
い
た
金
具
か
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、今
回
論
文
中
で
引
用
し
た
金
具
は
、

給
ふ
べ
し

『
女
鏡
秘
伝
書
』（『
仮
名
草
子
集
成　

第
十
巻
』
東
京
堂
出
版 

一
九
八
九
年
）

十　

女
、
つ
ね
に
、
た
し
な
ミ
の
事

た
い
一
、
身
を
、
き
れ
い
に
、
も
て
る
を
、
か
ん
と
す
。

さ
い
〱
、
ゆ
を
つ
か
ひ
、
ミ
が
き
た
て
。
も
の
ご
と
、
や
さ
し
く
、
く
ら
ゐ
あ
る
て
い

に
、
ミ
を
、
に
ほ
ふ
も
の
な
と
、
く
ひ
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
、
よ
そ
の
お
と
こ
の
う
へ
を
、

の
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず

ま
た
、
そ
し
り
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
、
そ
ゞ
ろ
に
、
わ
れ
と
、
く
ち
か
ま
し
か
ら
ず
。

ま
た
、
こ
と
の
ほ
か
、
し
め
り
つ
く
ろ
ハ
ず
、
お
か
し
き
事
に
ハ
、
う
ち
は
ら
ひ
、
あ

ハ
れ
な
る
と
き
に
も
、
し
の
び
か
だ
く
、
う
ち
ま
か
せ
て
。
そ
こ
さ
ハ
や
か
に
、
あ
る

へ
し
。

そ
う
じ
て
、
も
の
を
い
ふ
ハ
、
わ
か
き
と
き
ハ
、
ま
め
な
ら
ず
、
こ
と
〲
に
、
は
し
ば

か
り
を
。
あ
ら
ハ
し
侍
る
こ
そ
、
こ
ゝ
ろ
ふ
か
け
れ
。
か
ほ
ゝ
あ
か
め
て
、
い
ひ
あ
ら

ハ
す
べ
か
ら
ず

『
を
ん
な
仁
義
物
語
』（『
仮
名
草
子
集
成　

第
十
巻
』
東
京
堂
出
版 

一
九
八
九
年
）

孔
子
の
、
を
し
へ
に
も
、
第
一
ハ
、
お
や
か
う
〱
の
み
ち
、
な
ら
す
や
と
い
ふ
。
と
し

た
け
た
る
女
ば
う
の
、
申
け
る
ハ
。

い
づ
れ
、
も
の
心
の
う
ち
、
か
ん
じ
入
ま
い
ら
せ
候
（
本
来
は
略
字
）。
さ
り
な
が
ら
、

い
ち
ご
、
お
つ
と
を
、
も
た
ず
し
て
も
、
世
は
、
わ
た
ら
れ
ず
、
し
か
れ
は
、
ミ
な
〱
も
、

や
が
て
、
お
つ
と
を
、
も
ち
給
ふ
へ
け
れ
バ
。
ふ
う
婦
の
み
ち
の
、
こ
う
し
の
、
を
し

へ
。
一
と
を
り
を
、
か
た
り
て
、
き
か
す
へ
し
。

ま
づ
、
ふ
う
婦
の
ミ
ち
を
、
よ
く
、
つ
ゝ
し
め
と
、
と
、
の
給
へ
り
。
つ
ゝ
し
む
と
ハ
、

ふ
う
婦
の
あ
ひ
だ
、
へ
だ
て
な
く
。
中
よ
く
し
て
、
も
の
い
さ
か
ひ
を
も
、
せ
ぬ
事
な

り
。
お
つ
と
の
、
や
く
ハ
、
ほ
か
を
、
と
ゝ
の
へ
。
を
ん
な
ハ
、
う
ち
を
、
と
ゝ
の
ふ

る
、
や
く
な
り
。
う
ち
を
、
と
ゝ
の
ふ
る
に
、
み
な
〱
の
、
や
う
な
る
。
わ
か
き
女
ば

う
の
、
一
つ
の
、
た
し
な
ミ
あ
り
。
つ
ね
に
、
や
ど
に
て
ハ
、
ま
ひ
な
ひ
、
け
し
や
う

も
し
て
。
つ
ま
は
づ
れ
も
、
そ
」
ろ
へ
て
。
は
ん
じ
に
、
つ
き
、
お
つ
と
に
、
み
か
ぎ

ら
れ
ぬ
や
う
に
、
た
し
な
む
事
。
こ
れ
、
ふ
う
婦
の
ミ
ち
な
り
。

（
29
）　

註
５
久
野
氏
論
文 pp.79-81

（
30
）　

註
５
久
野
氏
論
文 pp.79-81

（
31
）　

註
10
吉
沢
氏
論
文
。

（
32
）　

註
５
久
野
氏
論
文 pp.69-79

（
33
）　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
一　

仁
徳
天
皇
十
一
年
冬
十
月
条
（『
日
本
古
典
文
学
大
系

六
十
七　

日
本
書
紀
上
』
岩
波
書
店 

一
九
六
五
年
）
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第
五
号
箱
第
一
抽
斗
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
札
紙
は
無
い
も
の
の
、
小
松
城
で
使
用
さ
れ

た
引
手
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（『
―
前
田
育
徳
会
の
名
宝
―　

百
工
比
照
』
石
川
県
立
美
術
館　

一
九
九
三
年
）

（
42
）　

日
本
で
は
古
代
よ
り
、
瓜
は
貴
人
へ
の
献
上
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
と
し

て
網
野
善
彦
氏
は
、
瓜
が
贈
答
物
と
な
る
の
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、

瓜
が
持
つ
特
質
と
結
び
つ
く
と
言
及
し
て
い
る
。（
網
野
善
彦
「
瓜
と
瓜
売
」『
い
ま
は
昔　

む
か
し
は
今　

瓜
と
龍
蛇
』 p418

）

（
43
）　

是
澤
博
昭
「
節
句
に
見
る
子
供　

―
近
代
か
ら
み
る
江
戸
の
子
育
て
」（『
幼
児
教
育
史

研
究
』
第
十
二
号　

二
〇
一
七
年
）pp.60-61

（
44
）　

太
田
素
子
『
江
戸
の
親
子　

父
親
が
子
ど
も
を
育
て
た
時
代
』
中
公
新
書　

一
九
九
四

年　

pp.82-93

（
45
）　
「
扇
面
散
・
農
村
風
俗
図
屏
風
」
に
つ
い
て
は
、
実
方
葉
子
氏
が
そ
の
制
作
年
代
を
右

隻
に
記
さ
れ
る
和
歌
か
ら
寛
永
年
間
か
ら
遠
く
な
い
時
期
と
し
て
、
左
隻
に 

描
か
れ
る

情
景
は
守
景
の
「
納
涼
図
」
に
先
行
す
る
事
例
で
は
な
い
か
と
言
及
し
て
い
る
（
実
方
葉

子
「
作
品
解
説　

16　

扇
面
散
・
農
村
風
俗
図
屏
風
」（『
泉
屋
博
古　

日
本
絵
画
』
泉
屋

博
古
館　

二
〇
一
〇
年
）。「
納
涼
図
」
の
制
作
年
代
や
そ
の
受
容
者
を
考
え
る
上
で
、
本

図
は
重
要
な
参
考
作
例
と
言
え
る
。
今
後
、
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
46
）　
『
近
世
畸
人
伝
』（『
日
本
古
典
全
集　

近
世
畸
人
伝
』
日
本
古
典
全
集
刊
行
会 

一
九
二
九
年
）

守
景
は
久
隅
氏
、
通
名
半
兵
衛
、
探
幽
法
印
の
弟
子
に
て
画
を
能
く
す
。
家
貧
な
れ
ど
も
、

其
の
志
高
く
、
容
易
く
人
の
需
め
に
応
ず
る
事
な
し
。
加
賀
候
、
守
景
を
召
し
て
金
沢
に

留
め
給
ふ
事
三
年
に
及
び
し
か
ど
も
、
扶
持
給
は
る
け
し
き
も
な
か
り
し
か
ば
、
か
く
て

は
故
郷
に
あ
る
も
同
じ
、
帰
り
な
ん
と
て
、
候
の
近
侍
せ
る
士
に
別
れ
を
告
げ
し
か
ば
、

「
理
な
り
」
と
て
其
よ
し
を
申
し
け
る
に
、
候
笑
ひ
給
ひ
て
、「
吾
れ
よ
く
こ
れ
を
知
れ
り
。

然
れ
ど
も
、
守
景
は
胆
太
く
し
て
、
人
の
需
め
に
従
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
。
其
の
画
も
と
よ

り
世
に
稀
な
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
、
此
の
男
に
禄
を
与
へ
ば
画
を
描
く
こ
と
を
ば
せ
じ

と
思
ひ
て
、
か
く
貧
し
か
ら
し
む
。
今
は
三
年
に
及
べ
ば
、
画
も
国
中
に
多
く
残
り
な
ん
。

さ
ら
ば
扶
持
す
べ
し
」
と
て
、
乏
し
か
ら
ず
賜
ひ
し
と
ぞ
。

『
近
世
名
家
書
画
談
』（『
日
本
画
談
大
観
』
目
白
書
院 

一
九
一
七
年
）

展
覧
会
の
事　
　

於
菟
按
に
文
衡
山
常
に
書
画
を
品
評
す
る
こ
と
を
好
む
。
友
人
李
日
華
衡
山
へ
と
ふ
ら
ふ

ご
と
に
其
蔵
め
た
る
書
画
を
携
示
し
け
れ
ば
、
大
に
悦
び
て
や
が
て
我
蓄
た
る
所
を
見
せ

ん
と
て
自
ら
書
房
に
入
て
四
巻
を
出
し
日
華
に
示
し
、
終
れ
ば
又
四
巻
を
か
へ
て
出
し
、

か
く
す
る
こ
と
幾
遍
も
倦
む
こ
と
な
く
、
の
こ
ら
ず
見
せ
て
楽
し
み
け
る
と
な
り
。
此
際

に
て
も
近
世
都
下
の
文
人
詞
客
書
画
家
者
流
各
古
書
画
を
携
へ
、
或
い
は
禅
院
或
い
は
閑

な
る
別
業
に
集
り
、
其
の
幅
を
壁
上
に
掛
並
て
終
日
賞
玩
し
甲
乙
を
品
評
し
て
歓
を
尽
す

こ
と
あ
り
、
是
を
展
覧
会
と
い
へ
り
、
実
に
風
流
韻
事
と
い
ふ
べ
し
。（
中
略
）
久
隅
守

景
の
絵
に
て
群
盲
遊
戯
の
巻
物
姫
路
候
の
御
蔵
に
あ
り
と
余
其
邸
中
の
人
に
こ
れ
を
き

く
。凡
巻
中
瞽
者
遊
戯
の
態
あ
ら
ざ
る
所
な
き
内
に
一
瞽
者
は
桜
樹
を
い
だ
き
友
を
呼
び
、

一
瞽
者
は
手
に
垂
枝
を
撓
め
て
花
を
模
索
し
、
一
瞽
者
は
樹
下
に
仰
臥
し
頭
を
あ
げ
花
香

を
き
く
の
類
、
能
く
盲
人
の
情
態
を
尽
す
と
い
へ
り
、
誠
に
名
工
の
手
段
は
和
漢
同
構
と

い
ふ
べ
し
。

（
47
）　

内
山
淳
一
「
久
隅
守
景
筆
『
鷹
狩
図
屏
風
』
に
つ
い
て
―
加
賀
藩
と
の
関
わ
り
を
中
心

に
―
」（「
美
術
史
」
一
八
一
号　

二
〇
一
六
年
）pp.7-13

（
48
）　

石
田
佳
也「『
も
の
の
あ
は
れ
』と
日
本
の
美
に
つ
い
て　

―
月
と
秋
草
を
中
心
に
」（『
も

の
の
あ
は
れ
と
日
本
の
美
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

二
〇
一
三
年
）pp.169-171

（
49
）　
『
農
業
全
書
』
巻
三　
（『
農
業
全
書
』
岩
波
書
店 

一
九
三
六
年
）

瓠　

第
十
六

瓠
、
夕
顔
と
も
云
ふ
。
丸
き
長
き
又
短
き
も
あ
り
。
又
ひ
さ
く
に
す
る
は
つ
る
付
の
方
い
か

に
も
細
長
く
、
末
の
所
丸
し
。
長
き
方
を
柄
に
し
て
水
を
汲
み
、
手
水
の
ひ
さ
く
に
し
て
お

か
し
き
物
な
り
。
唐
の
許
由
が
木
の
枝
に
か
け
し
が
、
風
に
鳴
り
た
る
を
む
つ
か
し
と
い
ひ

し
事
、
つ
れ
〲
草
に
も
書
き
た
り
。（
中
略
）
三
月
う
へ
て
八
月
収
む
べ
し
。
器
物
に
す
る

は
よ
く
熟
し
、
堅
く
な
り
た
る
を
取
り
て
、
水
湿
な
き
地
を
四
五
尺
も
深
く
ほ
り
、
わ
ら
か

こ
も
土
肌
に
し
き
隔
て
、
下
に
は
尚
厚
く
し
き
、
瓢
を
其
の
中
に
頭
の
方
を
下
に
し
て
な
ら

べ
（
後
略
）

『
耕
稼
春
秋
』
巻
三
（『
日
本
農
書
全
集　

第
四
巻
』
農
山
漁
村
文
化
協
会 

一
九
八
〇
年
）

瓠　

附
夕
顔　

絲
瓜

一　

瓠
は
去
年
の
種
子
を
家
腰
又
ハ
雪
隠
の
軒
端
な
と
に
つ
り
置
て
土
用
半
に
植
る
。
竹
垣

し
て
つ
る
を
は
ハ
せ
盆
前
よ
り
段
々
切
取
給
物
又
は
売
出
す
。
小
便
に
も
替
る
。
上
方

大
分
作
る
か
ん
ひ
や
う
に
し
て
諸
国
へ
商
売
そ
れ
と
も
北
国
は
天
気
あ
い
不
宜
故
い
た

さ
す
。
去
共
能
州
羽
昨
郡
に
ハ
福
野
か
ん
ひ
や
う
と
て
幅
広
く
厚
み
も
あ
つ
く
長
さ
二

尺
余
も
あ
り
□
を
多
く
付
て
干
売
出
す
。
是
御
国
の
名
物
也
。

『
雍
州
府
志
』
巻
六　

土
産
門
上
（『
続
々
群
書
類
従 

第
八
輯　

地
理
部
』
続
群
書
類
従

完
成
会 

一
九
七
八
年
）

壺
盧

或
い
は
葫
盧
と
謂
い
又
は
瓠
瓜
と
称
し
又
は
匏
瓜
と
謂
う
。
倭
俗
に
瓢
箪
と
謂
い
又
浮
壺
便

と
称
す
。
凡
そ
壺
は
酒
器
な
り
。
盧
は
飯
器
な
り
。
老
い
て
硬
き
も
の
は
薬
を
盛
る
佳
器
に

作
る
。
或
は
山
椒
粒
を
盛
る
。
或
は
縄
を
用
い
腰
に
繋
ぎ
酒
茶
を
盛
り
、遊
山
の
具
と
為
す
。

（
中
略
）
又
洛
東
田
中
村
の
人
、
農
業
の
暇
に
之
を
種
し
秋
に
到
り
て
実
を
成
す
。
其
の
未



134

だ
熟
れ
ざ
る
時
、
好
事
茶
人
自
ら
其
の
棚
頭
へ
行
き
蔓
上
の
有
る
所
に
就
き
て
、
其
の
形
状

の
心
に
称
す
所
の
も
の
を
約
し
、或
は
縄
を
以
て
之
を
縛
る
。
則
ち
其
の
形
好
む
所
に
随
い
、

成
り
て
後
に
之
を
伐
る
。

（
50
）　
「
納
涼
図
」
中
の
モ
チ
ー
フ
が
表
象
す
る
季
節
に
つ
い
て
は
冨
安
精
氏
が
、
月
や
瓢
箪

は
秋
を
象
徴
す
る
景
物
で
あ
る
一
方
、
納
涼
と
い
う
主
題
は
和
歌
や
俳
句
の
季
語
で
は
晩

夏
の
景
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
画
中
の
モ
チ
ー
フ
間
に
は
季
節
感
の
齟
齬
が

発
生
す
る
こ
と
に
注
目
、
そ
こ
か
ら
「
納
涼
図
」
は
晩
夏
か
ら
秋
へ
と
季
節
が
移
行
す
る

様
子
を
表
現
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。（
冨
安
精
「
久
隅
守
景
筆
『
夕
顔
棚
納
涼
図
』
に

つ
い
て
―
景
物
の
表
現
を
中
心
に
―
」（「
美
術
史
論
叢
」
六
号　

一
九
九
〇
年
）

（
51
）　
『
日
本
歳
時
記
』
七
月
十
六
日
条
（
国
文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
収
録
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本
を
執
筆
者
が
翻
刻
）

○
今
夜
は
蘇
東
坡
か
赤
壁
に
遊
ひ
月
を
賞
せ
し
夜
な
り
。
秋
三
月
は
す
べ
て
月
を
賞
す
る
時

な
り
。
八
月
十
五
夜
九
月
十
三
夜
は
月
を
賞
す
る
定
期
（
て
い
き
）
な
り
。
た
ゞ
七
月
の

み
賞
期
な
し
。
好
事
の
人
は
東
坡
か
あ
と
を
し
た
ひ
て
今
夜
の
月
を
賞
玩
す
へ
き
事
に
と

そ
。

（
52
）　
『
桃
源
遺
事
』（『
続
々
群
書
類
従 

第
三
』
続
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
七
八
年
）

（
前
略
）
月
の
比
は
那
珂
の
湊
へ
御
出
有
て
、
夤
賓
閣
〈
亭
の
名
也
〉
に
て
海
上
の
月

を
御
眺
め
、
都
て
城
市
の
月
を
ば
嫌
せ
給
ひ
候
、
月
は
古
よ
り
中
秋
晩
秋
の
み
名
月
と

賞
す
る
有
て
、
初
秋
に
名
月
と
賞
す
る
な
し
、
七
月
十
五
日
は
中
元
と
い
ひ
、
又
こ
の

比
の
月
色
と
秋
色
を
揚
て
賞
せ
ん
に
、
そ
の
品
不
少
、
唐
土
の
蘇
子
が
赤
壁
の
下
に
舟

を
浮
べ
し
昔
を
も
思
ひ
や
る
べ
し
、
又
或
歌
に
、
哀
と
も
知
ら
ぬ
人
さ
へ
や
稀
な
ら
ん

下
り
行
夜
の
秋
の
夕
暮
と
詠
る
に
付
て
思
ふ
に
、
斯
下
る
世
の
秋
な
れ
共
、
此
夕
と
い

へ
ば
霊
祭
る
に
付
て
、
無
心
野
人
樵
夫
も
更
に
哀
れ
を
催
す
な
れ
ば
、
殊
更
末
世
相
応

の
名
月
た
る
べ
し
、
仍
り
て
七
月
十
五
日
を
も
、
中
秋
晩
秋
の
ご
と
く
世
と
共
に
名
月

と
賞
し
候
や
う
に
被
成
事
と
願
ぜ
ら
れ
候
、
御
自
ら
は
毎
年
此
夜
賓
客
を
招
か
れ
、
興

を
催
、
詩
歌
の
御
会
を
遊
ば
し
候

（
53
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
第
一
巻　

小
学
館  p563　

（
54
）　
「
洛
中
洛
外
図
」
の
家
屋
に
つ
い
て
は
丸
山
俊
明
「
中
世
『
洛
中
洛
外
図
』
屏
風
に
描

か
れ
た
民
家
に
関
す
る
試
論　

岩
倉
型
民
家
の
研
究
（
そ
の
２
）」（「
日
本
建
築
学
会
計

画
系
論
文
集
」
第
七
十
四
巻　

第
六
百
四
十
四
号　

二
〇
〇
九
年
）
を
参
照

（
55
）　

太
田
博
太
郎
『
信
濃
の
民
家
』
長
野
県
文
化
財
保
護
協
会　

一
九
七
六
年

（
56
）　

石
川
榮
一
『
欧
米
人
の
見
た
開
国
期
日
本　

異
文
化
と
し
て
の
庶
民
生
活
』
風
響
社　

二
〇
〇
八
年 pp.41-48

、
百
瀬
響
『
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
２
６
１　

文
明
開
化　

失

わ
れ
た
風
俗
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
八
年 pp.40-55

（
57
）　

註
56
石
川
氏
著
書 p41

（
58
）　
『
可
笑
記
』巻
第
三（『
近
代
日
本
文
学
大
系
』巻
一　

国
民
図
書
株
式
会
社
一
九
二
九
年
）

○
昔
さ
る
人
の
云
へ
る
は
、
そ
れ
人
の
主
君
と
し
て
は
、
男
女
、
鳥
獣
、
芸
能
、
財
宝
、
遊

山
、
な
ぐ
さ
み
に
い
た
る
ま
で
、
是
れ
を
も
て
あ
そ
ば
ん
に
、
よ
き
ほ
ど
あ
る
べ
し
。
其

の
よ
き
ほ
ど
が
過
ぎ
た
る
か
足
ら
ぬ
か
仕
り
候
へ
ば
、み
な
悪
事
と
な
り
申
し
候
。（
中
略
）

ま
た
詩
連
句
な
ど
も
あ
ま
り
に
す
き
好
み
て
よ
く
よ
み
候
へ
ば
、
公
家
の
な
り
さ
が
り
か

と
、
や
は
ら
か
に
思
ひ
な
し
、
ほ
む
る
や
う
な
れ
ど
も
、
武
士
道
に
か
た
に
思
ひ
あ
な
ど

る
。
さ
ら
ば
詩
、
連
句
、
歌
、
連
歌
を
も
い
ら
ざ
る
事
と
て
心
得
ね
ば
、
底
意
つ
た
な
く

万
物
に
心
う
つ
ら
ず
。
さ
れ
ば
浮
雲
流
水
に
も
心
う
つ
り
て
面
白
き
は
、
詩
、
連
句
、
歌
、

連
歌
の
道
な
る
を
や
。

（
59
）　
『
下
学
老
談
』
下
巻
巻
五
（『
景
周
先
生
小
著
集
』
石
川
県
図
書
館
協
会 

一
九
七
二
年
）

○
行
歩

も
の
の
ふ
と
て
花
の
散
行
も
な
げ
に
を
し
ま
ず
、
月
の
夕
も
た
れ
こ
め
て
臥
も
の
か
は
。
文

武
の
業
の
い
と
ま
に
は
、
い
か
に
も
名
山
名
境
の
佳
景
を
探
り
、
は
な
紅
葉
の
春
秋
の
色
香

を
あ
は
れ
み
、
爰
か
し
こ
游
歩
し
て
、
情
を
詩
歌
に
う
つ
し
て
楽
し
ま
ん
は
、
君
子
の
心
ば

へ
な
る
べ
し
。
さ
り
な
が
ら
是
も
無
用
と
思
は
ゞ
、
岩
乗
或
は
養
生
の
た
め
、
鷹
野
・
河
狩
・

茸
狩
、
或
は
芝
矢
・
く
り
矢
・
遠
乗
・
町
打
・
射
鳥
・
馬
上
弓
・
遠
的
・
地
理
の
町
見
・
測

量
地
勢
に
依
て
城
形
の
図
取
、
是
等
行
歩
の
主
意
た
る
べ
し
。
且
当
時
遠
乗
・
遊
山
に
は
従

者
を
増
し
、
殺
生
に
は
従
者
を
以
之
外
減
す
る
は
何
故
ぞ
や
。

東
坡
云
、
江
山
風
月
本
無
之
。
閑
者
便
主
人
。
と
、
誠
に
し
か
り
。
其
の
閑
適
に
当
て
、

一
二
の
良
友
と
、
山
水
を
探
り
、
花
柳
を
た
づ
ね
、
精
神
を
養
ふ
は
、
人
の
絶
遊
な
り
。
孔

子
も
知
者
楽
水
。
と
い
ひ
、
在
川
上
。
登
東
山
。
登
泰
山
。
と
あ
れ
ば
、
山
水
を
愛
せ
ら
る

る
に
あ
ら
ず
や
。
况
常
人
を
や
。
草
木
の
生
意
を
見
、
鳥
飛
魚
躍
る
、
天
地
の
和
を
愛
す
る

楽
み
、
其
志
深
し
。

（
60
）　
『
下
学
老
談
』
下
巻
第
五

○
和
歌
を
嗜
み
物
情
を
察
す
べ
し

大
内
家
・
朝
倉
家
な
ど
、
和
歌
に
執
着
し
て
武
鋒
鈍
り
社
稷
を
失
ふ
を
以
て
、
武
士
の
所
作

に
は
無
用
と
云
人
も
あ
れ
ど
、
物
の
情
を
察
し
人
を
感
動
す
る
は
、
歌
に
如
く
も
の
な
し
。

延
喜
帝
の
民
を
あ
は
れ
み
、
寒
夜
に
御
衣
を
ぬ
が
せ
、
寒
苦
を
民
と
同
ふ
し
給
ふ
叡
慮
よ
り

も
、
仁
徳
帝
の
高
き
屋
の
御
製
は
、
い
や
ま
さ
り
た
る
こ
ゝ
ち
す
。
又
わ
が
衣
手
は
露
に
ぬ

れ
つ
つ
の
御
製
は
、
千
歳
の
後
小
民
と
い
へ
共
、
此
叡
慮
を
自
得
す
れ
ば
、
お
ぼ
え
ず
涙
も

こ
ぼ
れ
て
有
が
た
し
。
此
の
如
く
能
く
歌
は
人
情
に
入
る
も
の
ゆ
ゑ
、
学
ぶ
べ
し
。
い
か
に

た
け
き
士
の
武
断
と
て
、
あ
ら
け
な
き
仕
か
た
は
、
禽
獣
に
も
や
ゝ
近
し
。
さ
れ
ば
古
へ
の

勇
将
も
、こ
れ
を
嗜
む
人
々
あ
げ
て
数
へ
が
た
し
。
水
戸
黄
門
公
な
ど
有
徳
の
賢
君
に
し
て
、

詩
歌
に
も
長
じ
、
人
情
を
よ
く
察
し
、
政
事
を
行
は
せ
給
ふ
に
よ
り
、
其
教
化
の
下
に
及
ぶ

こ
と
、
又
格
別
な
り
し
体
也
。

（
61
）　
「
納
涼
図
」
に
対
し
て
自
己
を
投
影
す
る
と
い
う
観
点
は
松
嶋
雅
人
氏
に
よ
っ
て
も
提

唱
さ
れ
て
い
る
が
、
松
嶋
氏
は
「
納
涼
図
」
に
は
都
市
住
民
が
抱
え
る
農
村
生
活
へ
の
憧
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れ
や
隠
逸
的
な
生
活
へ
の
羨
望
が
投
影
さ
れ
る
と
い
う
点
を
中
心
に
据
え
て
お
り
、
本
論

文
と
主
旨
は
異
な
る
。（
註
10
松
嶋
氏
論
文
「『
納
涼
図
』
の
ひ
み
つ
ー
守
景
の
ま
な
ざ
し

の
真
実
」 pp.21-22

）

（
62
）　

笠
谷
和
比
古
「
第
八
章　

武
士
道
概
念
の
史
的
展
開
」（
笠
谷
和
比
古
『
武
家
政
治
の

源
流
と
展
開　

―
近
世
武
家
社
会
研
究
論
考
―
』
清
文
堂
出
版　

二
〇
一
一
年
）pp.267-

270, 303-304

（
63
）　
『
他
我
身
の
上
』
巻
二
「
至
楽
の
事
」（『
近
代
日
本
文
学
大
系
』
第
一
巻　

国
民
図
書

株
式
会
社 
一
九
二
九
年
）

あ
る
人
、「
世
の
中
に
な
に
を
か
楽
し
み
と
定
め
申
す
べ
き
、
先
ず
帝
王
の
御
位
は
、
中
々

云
ふ
べ
き
も
恐
れ
あ
り
。
又
大
名
衆
の
御
事
も
、
な
れ
て
し
ら
ね
ば
云
ひ
難
し
。
た
ゞ
願

は
し
き
は
、
町
人
の
楽
し
き
を
こ
そ
、
一
の
楽
し
み
。」
と
ぞ
か
た
り
し
に
、
又
か
た
へ

な
る
人
、「
そ
れ
も
尤
も
な
れ
ど
も
、
我
は
た
ゞ
貧
富
に
は
よ
ら
ず
、
唯
身
の
達
者
な
る

を
楽
し
み
と
思
ふ
な
り
。
千
金
万
金
か
さ
ね
て
も
、
其
の
身
病
者
に
て
は
益
あ
ら
じ
。」

と
か
た
り
し
に
、
又
か
た
へ
な
る
人
、「
楽
し
み
は
只
貧
の
上
に
こ
そ
有
る
な
れ
。
た
か

ら
多
け
れ
ば
、
身
を
ま
も
る
に
ま
ど
し
と
こ
そ
古
人
も
い
は
れ
し
。
た
ゞ
隠
遁
す
る
人
こ

そ
、
う
ら
や
ま
し
き
楽
し
み
。」
と
か
た
り
し
に
、
又
か
た
へ
な
る
人
、「
各
の
さ
き
よ
り

宜
ふ
は
、
楽
し
み
に
能
く
似
て
楽
し
み
な
ら
ず
、
富
め
る
を
楽
し
み
と
思
ひ
て
願
ふ
と
も
、

本
よ
り
天
命
さ
だ
ま
れ
ば
、
俄
に
富
も
求
め
え
じ
、
わ
が
身
を
達
者
と
ね
が
ふ
と
も
生
ま

れ
付
い
て
病
者
な
る
者
、
い
か
で
達
者
に
も
な
る
べ
き
。
又
隠
遁
を
ね
が
ふ
と
も
、
と
て

も
う
き
世
も
そ
む
き
が
た
け
れ
ば
、
み
づ
か
ら
ね
が
ふ
所
に
は
は
ん
べ
ら
ず
。」
と
語
り

け
れ
ば
、
の
こ
り
三
人
の
い
は
く
、「
さ
て
其
方
は
、
何
を
楽
し
み
と
思
ひ
給
ふ
ぞ
。」
と

と
ひ
け
れ
ば
、「
我
が
ね
が
は
し
く
思
ふ
は
心
の
楽
し
み
な
り
。
古
人
も
、
心
は
な
ど
か

賢
き
よ
り
賢
き
に
も
う
つ
ら
ざ
ら
ん
と
仰
せ
ら
れ
し
。」
と
語
り
し
か
ば
、
各
是
れ
に
帰

服
し
て
、「
さ
て
心
の
楽
し
み
と
仰
せ
ら
る
ゝ
は
、
心
に
二
色
あ
り
や
。」
と
と
へ
ば
、
其

の
人
か
た
り
申
さ
れ
し
は
、「
ま
づ
万
事
心
持
ゆ
ゑ
、
お
も
し
ろ
く
も
う
た
て
く
も
あ
る

物
な
り
。
と
て
も
楽
し
み
こ
そ
ね
が
ひ
な
ば
、
ね
が
う
て
か
な
ふ
楽
し
み
を
こ
そ
、
よ
き

ね
が
ひ
と
も
申
す
べ
し
。
さ
て
心
に
か
な
ふ
楽
し
み
と
云
ふ
は
、
ま
づ
四
季
を
以
て
是
れ

を
い
は
ば
、
物
の
心
も
な
く
、
た
る
事
し
ら
ぬ
人
は
、
先
づ
元
日
の
空
よ
り
も
、
京
中
と

も
に
よ
き
春
の
、
め
で
た
き
正
月
の
。」
と
い
ひ
渡
れ
ば
（
後
略
）

（
64
）　

杉
本
欣
久「【
総
説
】武
士
が
描
い
た
絵
画
」（『
黒
川
古
文
化
研
究
所
・
研
究
図
録
シ
リ
ー

ズ
三　

武
士
が
描
い
た
絵
画
』
黒
川
古
文
化
研
究
所　

二
〇
一
六
年
）

（
65
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
第
三
巻　

小
学
館  p1226

（
66
）　
『
錦
里
文
集
』「
静
女
赤
心
の
図
」

静
女
は
歌
舞
絶
代
の
名
妓
な
り
。
一
た
び
寵
を
義
経
に
得
し
よ
り
。
敢
て
其
の
志
を
変
せ

ず
。
義
経
、
頼
朝
に
忌
ま
る
る
に
及
び
。
流
離
艱
難
。
底
止
す
る
所
無
し
。
昌
俊
、
堀
川

の
舘
を
襲
ふ
。
黒
夜
倉
卒
。
其
の
勢
太
だ
艱
。
静
女
義
経
を
扶
翼
し
。
力
戦
し
て
之
を
却

く
。
後
、
鎌
倉
に
至
り
。
技
を
源
右
府
の
前
に
奏
し
。
新
に
歌
二
闋
を
製
し
。
義
経
を
慕

ふ
の
意
を
以
て
し
て
。
粗
、
畏
怖
の
色
無
し
。
奚
ぞ
翅
だ
歌
舞
一
時
に
妙
絶
す
る
の
み
な

ら
む
。
貞
烈
の
志
。
今
古
希
に
有
す
る
所
の
者
な
り
。
詩
に
曰
く
。
静
女
其
れ
孌
た
り
。

我
に
彤
管
を
貽
る
と
。
説
者
彤
管
を
謂
う
て
。
赤
心
な
り
と
す
。
静
女
の
赤
心
。
其
の
名

を
辱
め
ず
と
謂
う
可
し
。
肥
州
細
川
公
は
。
西
海
の
大
藩
な
り
。
天
野
丈
人
。
烟
婭
の
好

有
り
。
貴
賤  

異
な
る
と
雖
も
。
情
懐
相
通
ず
。
一
日
、
談
堀
川
の
夜
戦
。
静
女
勇
壮
の

事
に
及
ぶ
。
公
喜
び
。
図
画
し
て
贈
ら
る
。
夫
れ
待
賢
門
の
軍
。
君
臣
の
恩
義
千
古
に
昭

晰
ず
。
巴
姫
の
勇
力
。
静
女
の
赤
心
。
英
気
芳
烈
。
今
に
芬
郁
す
。
而
て
此
の
図
亦
以
て

人
心
を
感
発
す
可
な
り
。
併
せ
て
三
幀
と
為
し
。
家
に
蔵
し
て
以
て
子
孫
の
勉
励
の
為
に

す
。
嗟
乎
。
勇
力
赤
心
と
君
臣
の
恩
義
と
。
図
を
按
じ
て
志
を
求
む
。
則
ち
丈
人
平
生
の

養
ふ
所
知
る
可
き
の
み
。

（
67
）　
『
画
山
水
序
』（
福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』
朝
日
新
聞
社 

一
九
七
一
年
）

【
書
き
下
し
は
出
典
に
拠
っ
た
。】

夫
れ
目
に
応
じ
心
に
会
す
る
を
以
て
理
と
為
す
者
は
、
之
に
類
し
て
巧
を
成
せ
ば
、
則
ち

目
も
亦
同
じ
く
応
じ
、
心
も
亦
た
倶
に
会
す
。
応
会
し
て
神
を
感
ず
れ
ば
、
神
は
超
え
理

は
得
ら
る
。
復
た
虚
し
く
幽
巌
を
求
む
と
雖
も
、
何
を
以
て
か
加
え
ん
や
。
又
た
神
は
本

と
端
亡
し
。
形
に
栖
み
類
に
感
ず
れ
ば
、
理
、
影
迹
に
入
る
。
誠
に
能
く
妙
写
す
れ
ば
、

亦
た
誠
に
尽
く
す.

。

是
に
於
い
て
、
間
居
し
て
気
を
理
め
、
觴
を
払
っ
て
琴
を
鳴
ら
し
、
図
を
披
い
て
幽
に
対

え
ば
、
坐
な
が
ら
に
し
て
四
荒
を
究
め
、
天
励
（
夭
厲
）
の
藂
を
違
ら
ず
し
て
、
独
り
無

人
の
野
に
応
ず
。
峯
岫
は
蕘
嶷
た
り
、
雲
林
は
森
眇
た
り
、
聖
賢
は
絶
代
に
暎
き
、
万
趣

は
其
の
神
思
に
融
す
。
余
れ
復
た
何
を
か
為
さ
ん
や
、
神
を
暢
ば
す
の
み
。
神
の
暢
ぶ
る

所
、
孰
れ
か
先
る
も
の
有
ら
ん
や
。

（
68
）　

福
永
光
司
『
芸
術
論
集
』
朝
日
新
聞
社　

一
九
七
一
年　

pp.160-162

（
69
）　
『
林
羅
山
詩
集
』
巻
第
七
十
（『
林
羅
山
詩
集
』
ぺ
り
か
ん
社 

一
九
七
一
年
）

山
居

匿
藪
斎
羨
此
図
因
索
一
語
故
及
此
云

屋
下
清
流　

屋
上
山
月　

橋
塵
尽
柳
陰
閑　

孤
燈
小
帙
附
余
睡　

人
事
世
情
渾
不
関　
　

寛
永
十
五
年

（
70
）　
『
富
士
石
記
』（『
近
世
儒
家
文
集
集
成
十
二　

鵞
峰
林
学
士
文
集　

下
』
ぺ
り
か
ん
社 

一
九
九
七
年
）

富
士
石
記

何
国
無
山
。
然
富
士
独
秀
矣
。
誰
家
無
盆
石
。
似
富
士
者
皆
愛
之
。
法
印
狩
野
探
幽
蔵
一

奇
石
。
太
似
富
士
。
請
作
之
記
。
余
謂
、
其
所
以
似
者
可
尋
常
倍
。
其
所
以
愛
之
亦
非
世

人
之
比
。
所
以
者
何
、
探
幽
丹
青
無
双
名
彰
聞
。
故
屡
描
富
士
山
。
無
不
迫
真
。
然
則
非

啻
常
々
見
之
而
已
。
懸
之
於
眼
、
呑
之
於
胸
、
得
之
於
心
、
応
之
於
手
。
山
与
石
、
石
与
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画
相
共
惟
肖
。
而
以
富
士
定
其
名
、
而
自
愛
珍
玩
者
乎
。
嗚
呼
、
山
者
静
而
萬
古
不
動
。

石
者
運
転
自
在
。
山
者
陰
晴
不
斎
、
石
者
物
色
不
変
。
山
者
雖
独
秀
、
不
労
足
則
不
能
至

焉
。
石
者
雖
一
挙
、
可
置
掌
而
座
臥
愛
之
。
乃
知
、
取
諸
遠
、
又
取
諸
近
、
猶
添
筆
端
鼓

舞
之
妙
乎
。
石
有
白
紋
而
点
々
片
片
。
若
使
岩
在
五
見
之
、
即
或
唱
麑
斑
之
歌
乎
。
今
使

探
幽
試
図
此
石
、
則
再
聴
無
聲
之
歌
乎
。
唯
余
所
記
不
能
為
有
聲
石
乎
。
若
対
石
問
似
山

否
、
石
必
点
頭
。
又
指
山
問
似
石
否
、
山
亦
開
笑
乎
。

壬
子　

孟
夏

（
71
）　

山
下
善
也
「
探
幽
絵
画
に
み
る
叙
情　

―
林
鵞
峰
『
富
士
石
記
』
を
起
点
に
」（『
美
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
第
一
六
号　

二
〇
〇
七
年
）p50-52

（
72
）　

註
71
山
下
氏
論
文  pp.50-52

（
73
）　

な
お
「
臥
遊
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
註
71
山
下
氏
論
文
、
小
川
裕
充
「
臥
遊
へ
の

誘
い
―
山
水
画
の
手
法
と
原
理
」（
小
川
裕
充
『
臥
遊　

中
国
山
水
画
―
そ
の
世
界
』
中

央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
〇
八
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
74
）　
『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
九　

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
大
和
物

語
』
岩
波
書
店 

一
九
五
七
年
）

む
か
し
、
お
と
こ
あ
り
け
り
。
そ
の
お
と
こ
、
身
を
え
う
な
き
物
に
思
な
し
て
、
京
に
は

あ
ら
じ
、
あ
づ
ま
の
方
に
住
む
べ
き
国
求
め
に
と
て
行
き
け
り
。
も
と
よ
り
友
と
す
る
人

ひ
と
り
ふ
た
り
し
て
い
き
け
り
。（
中
略
）

行
き
〱
て
、
駿
河
の
国
に
い
た
り
ぬ
。
宇
津
の
山
に
い
た
り
て
、
わ
が
入
ら
む
と
す
る
道

は
、
い
と
暗
う
細
き
に
、
つ
た
か
え
で
は
茂
り
、
物
心
ぼ
そ
く
、
す
ゞ
ろ
な
る
め
を
見
る

こ
と
と
思
ふ
に
、
修
行
者
あ
ひ
た
り
。  

「
か
ゝ
る
道
は
い
か
で
か
い
ま
す
る
」
と
い
ふ

を
見
れ
ば
、
見
し
人
な
り
け
り
。
京
に
、
そ
の
人
の
御
も
と
に
と
て
、
文
書
き
て
つ
く
。

駿
河
な
る
宇
津
の
山
べ
の
う
つ
ゝ
に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り

富
士
の
山
を
見
れ
ば
、
五
月
の
つ
ご
も
り
に
、
雪
い
と
白
う
降
れ
り
。

時
知
ら
ぬ
山
は
富
士
の
嶺
い
つ
と
て
か
鹿
の
子
ま
だ
ら
に
雪
の
ふ
る
ら
ん

そ
の
山
は
、
こ
ゝ
に
た
と
へ
ば
、
比
叡
の
山
を
二
十
ば
か
り
重
ね
あ
げ
た
ら
ん
ほ
ど
し

て
、
な
り
は
塩
尻
の
や
う
に
な
ん
あ
り
け
る
。

（
75
）　

近
年
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

石
田
佳
也
「
御
用
絵
師
の
戯
画　

狩
野
昌
運
筆
『
異
代
同
戯
図
巻
』
に
つ
い
て
」（「
サ
ン

ト
リ
ー
美
術
館
論
集
」
六
号　

二
〇
〇
二
年
）

薄
田
大
輔「
鍛
治
橋
狩
野
家
七
代
目
狩
野
探
信
守
道
に
み
る
江
戸
狩
野
派
と
風
俗
画
」（「
美

術
史
」
一
七
三
号　

二
〇
一
二
年
）

加
藤
祥
平
「
狩
野
探
幽
周
辺
の
戯
画
製
作
に
つ
い
て
―
徳
川
美
術
館
蔵
本
を
中
心
に
―
」

（「
金
鯱
叢
書
」
第
四
十
四
輯　

二
〇
一
七
年
）

（
76
）　

大
平
有
希
野
「
清
原
雪
信
の
伝
記
に
関
す
る
考
察
―
『
古
画
備
考
』
雪
信
伝
の
再
検
討

と
『
清
原
氏
』
を
め
ぐ
る
問
題
を
中
心
に
―
」（『
美
術
史
』
一
七
七
号　

二
〇
一
四
年
）、

池
田
芙
美
「
加
賀
滞
在
時
代
の
久
隅
守
景　

―
「
加
賀
藩
御
用
絵
師
梅
田
家
絵
画
資
料
」

を
手
掛
か
り
に
」（「
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
研
究
紀
要
」
二
〇
一
六
年
）

【
図
版
出
典
】

図
１
、
２
、
３
、
４
、
６
、
７
、
８
、
23
、
27
：

東
京
国
立
博
物
館
研
究
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ　

画
像
検
索

（https://w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/

）

図
５
、
９
、
25
：

『
逆
境
の
絵
師　

久
隅
守
景　

親
し
き
も
の
へ
の
ま
な
ざ
し
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

二
〇
一
五
年

図
10
：『
日
輪
と
月
輪　

太
陽
と
月
を
め
ぐ
る
美
術
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

一
九
九
八
年

図
11
：『
泉
屋
博
古　

日
本
絵
画
』
泉
屋
博
古
館　

二
〇
一
〇
年

図
12
：『
横
山
華
山
展
』
日
本
経
済
新
聞
社　

二
〇
一
九
年

図
13
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（https://w
w

w
.m

etm
useum

.org/art/collection

）

図
14
：『
祝
福
さ
れ
た
四
季　

―
近
世
日
本
絵
画
の
諸
相
』
千
葉
市
美
術
館　

一
九
九
六
年

図
15
：『
流
転
一
〇
〇
年　

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
と
王
朝
の
美
』
京
都
国
立
博
物
館　

二
〇
一
九
年

図
16
、
17
、
18
：『
遊
び
の
流
儀　

遊
楽
図
の
系
譜
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

二
〇
一
九
年

図
19
：『
近
世
風
俗
図
譜　

第
２
巻　

遊
楽
』
小
学
館　

一
九
八
三
年

図
20
：『
近
世
風
俗
図
譜　

第
12
巻　

職
人
』
小
学
館　

一
九
八
三
年

図
21
：『
い
ま
は
昔　

む
か
し
は
今　

瓜
と
龍
蛇
』
福
音
館
書
店　

一
九
八
九
年

図
22
：『
近
世
風
俗
図
譜　

第
３
巻　

洛
中
洛
外
図
』
小
学
館　

一
九
八
三
年

図
24
：『
―
前
田
育
徳
会
の
名
宝
―　

百
工
比
照
』
石
川
県
立
美
術
館　

一
九
九
三
年

図
26
：
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
よ
り
写
真
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
た
。

令
和
二
年
十
二
月
現
在
。
全
図
に
つ
い
て
画
像
加
工
処
理
済
。

【
附
記
】
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
査
読
者
の
皆
様
よ
り
貴
重
な
ご
指
導
・
ご
助
言
を
頂

戴
す
る
と
と
も
に
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
様
よ
り
図
版
掲
載
に
関
し
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
査
読
総
評
】（
五
十
音
順
）

・
こ
れ
ま
で
幾
度
も
言
及
さ
れ
、
作
品
の
情
報
や
新
出
資
料
に
も
乏
し
い
久
隅
守

景
の
「
納
涼
図
屏
風
」
に
対
し
、
新
た
な
観
点
で
分
析
を
加
え
た
試
論
で
あ
る
。

反
骨
と
い
う
守
景
の
孤
高
性
と
結
び
つ
け
、「
隠
逸
」
や
「
脱
俗
」
な
ど
の
価
値

観
で
語
ら
れ
て
き
た
視
座
か
ら
い
っ
た
ん
離
れ
、
そ
の
絵
画
の
需
要
層
で
あ
っ
た

武
士
階
級
を
想
定
し
て
再
解
釈
し
た
意
欲
作
と
い
え
よ
う
。
個
々
の
モ
チ
ー
フ
に

つ
い
て
、
当
時
の
常
識
的
な
価
値
観
を
踏
ま
え
て
改
め
て
検
討
し
、
ど
の
よ
う
な

文
脈
で
理
解
で
き
る
か
、
総
合
的
な
考
察
を
加
え
る
の
は
、
今
後
も
美
術
史
研
究

に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
正
攻
法
で
あ
る
。「
正
座
」と「
半
裸
」と
い
う
女
性
の
様
態
、

満
月
と
瓢
箪
が
揃
う
季
節
性
、
瓢
箪
に
お
け
る
子
孫
繁
栄
の
寓
意
な
ど
、
特
に
制

作
背
景
を
考
察
す
る
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
い
く
つ
か
の
要
素
に
着
目

し
た
の
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
の
基
礎
固
め
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
こ

の
作
品
の
画
題
と
な
る
「
夕
顔
の
…
」
の
和
歌
に
関
し
、
史
料
を
博
捜
し
て
一
覧

表
に
掲
げ
た
の
も
評
価
に
値
す
る
。
た
だ
、
現
段
階
で
は
や
む
を
得
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、「
真
理
の
探
究
」
と
い
う
同
じ
研
究
の
土
俵
に
立
つ
以
上
は
、
指
導

者
で
あ
る
杉
本
や
同
学
先
輩
の
意
見
に
つ
い
て
必
要
以
上
に
遠
慮
し
た
り
、
わ
ざ

わ
ざ
与
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、な
る
べ
く
避
け
た
方
が
良
い
。
や
が
て
は
自
立
し
、

自
由
な
立
場
で
研
究
を
続
け
て
も
ら
う
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　

准
教
授　

杉
本
欣
久
）

・
久
隅
守
景
筆「
納
涼
図
」に
関
し
て
は
様
々
な
先
行
研
究
が
あ
る
が
、本
論
考
は
、

作
品
に
込
め
ら
れ
た
製
作
思
想
に
つ
い
て
新
た
な
見
解
を
提
示
し
た
こ
と
に
意
義

が
あ
る
。
筆
者
は
、
作
品
中
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
各
々
に
つ
い
て
丁
寧
な
分
析

を
行
い
、
そ
こ
か
ら
受
容
者
を
為
政
者
階
級
と
想
定
す
る
。
そ
れ
ら
の
読
み
解
き

に
基
づ
い
た
上
で
、
本
作
に
鑑
戒
や
暢
神
と
い
っ
た
武
士
の
思
想
を
見
い
だ
し
得

る
こ
と
を
示
す
。
本
作
は
こ
れ
ま
で
、
隠
逸
思
想
に
重
き
を
置
い
た
言
説
や
、
あ

る
い
は
鑑
戒
画
と
し
て
の
括
り
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
受
容

者
を
武
士
に
限
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
や
や
物
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
暢
神
の
精
神
に
関
す
る
筆
者
の
指
摘
に
は

独
自
性
が
あ
り
、高
く
評
価
で
き
る
。
ま
た
筆
者
は
、探
幽
も
同
様
の
思
想
を
持
っ

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
こ
の
点
は
、
今
後
の
江
戸
狩
野
研
究
の
上
で

も
有
益
な
視
点
の
提
示
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
守
景
の
生
涯
と
そ
の
画
業
に
つ
い
て

は
、
未
だ
確
定
的
と
い
え
る
事
項
が
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
そ
れ
故
に
作
品
の
詳

細
な
分
析
に
よ
る
ほ
か
研
究
の
す
べ
が
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
実
態
に
迫
る
た

め
に
、
今
後
も
真
摯
に
取
り
組
み
研
究
を
一
層
深
め
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
根
津
美
術
館　

学
芸
第
二
課
長　

本
田
諭
）

・
本
論
文
は
、
久
隅
守
景
の
代
表
作
の
「
納
涼
図
屛
風
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
主

題
の
思
想
的
背
景
と
し
て
、
為
政
者
階
級
で
あ
る
武
士
が
、
庶
民
の
生
活
を
絵
画

上
で
疑
似
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
政
治
を
お
こ
な
え
る
と
い
う
考

え
方
が
あ
っ
た
可
能
性
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
隠
逸
的
な
生
活
へ
の
憧
れ
を

絵
画
化
し
た
と
み
な
し
て
き
た
従
来
の
説
に
対
し
、
多
く
の
史
料
か
ら
当
時
の
武

士
の
思
想
を
推
定
し
、
独
自
の
見
解
を
示
し
た
点
は
新
し
い
。
と
り
わ
け
、
守
景

が
師
事
し
た
狩
野
探
幽
の
富
士
石
に
関
す
る
記
述
か
ら
、
暢
神
的
か
つ
臥
遊
的
な

意
図
を
読
み
取
っ
た
点
は
興
味
深
く
、
守
景
研
究
の
み
な
ら
ず
、
狩
野
派
の
絵
画

研
究
に
も
、大
き
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。
た
だ
、守
景
筆
「
納

涼
図
」
の
典
拠
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
「
夕
顔
の
…
」
和
歌
に
関
連
す
る
史
料
の
分

析
と
、
守
景
画
と
同
主
題
の
絵
画
作
例
へ
の
考
察
に
は
、
不
十
分
な
点
も
多
い
。

論
文
の
末
尾
に
史
料
一
覧
を
挙
げ
て
は
い
る
が
、
こ
う
し
た
史
料
の
解
釈
は
、
同

主
題
作
品
の
制
作
背
景
と
も
関
連
す
る
た
め
、
よ
り
具
体
的
で
踏
み
込
ん
だ
考
察

が
不
可
欠
で
あ
る
。
同
主
題
の
絵
画
作
例
が
守
景
画
以
前
に
な
か
っ
た
の
か
、
子

ど
も
を
描
き
こ
む
こ
と
が
本
当
に
守
景
の
創
意
な
の
か
と
い
う
点
な
ど
に
は
、
再

考
の
必
要
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
論
と
し
て
は
、
後
半
の
思
想
背
景
へ
の
考
察
に
主

眼
が
置
か
れ
、
結
論
先
に
あ
り
き
の
感
が
強
い
。
前
半
の
「
納
涼
図
」
自
体
の
絵

画
表
現
へ
の
詳
細
な
分
析
と
、
典
拠
と
な
っ
た
和
歌
へ
の
深
い
理
解
な
く
し
て
、

「
納
涼
図
」
の
本
当
の
意
味
で
の
享
受
の
あ
り
方
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

受
容
者
層
が
武
士
で
あ
る
と
い
う
前
提
自
体
が
成
り
立
た
な
く
な
る
可
能
性
も
あ

る
。
例
示
し
て
い
る
同
主
題
の
絵
画
作
例
は
、
必
ず
し
も
武
士
を
受
容
者
に
想
定

し
て
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
、
今
後
の
再
検
討
を
待
ち
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
文
化
財
研
究
所　

研
究
員　

安
永
拓
世
）


